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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
覗
日
本
書
紀
撫
欽
明
二
年
（
五
四
一
）
三
月
条
の
帝
王
本
紀
に
ま
つ
わ
る
分
注
を
主
た
る
切
り
口
と
し
て
、
『
日
本
書
紀
臨
の
編
修
に

係
わ
る
実
態
の
一
斑
、
お
よ
び
『
日
本
書
紀
棘
の
編
纂
開
始
の
時
期
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
欽
明
二
年
三
月
寒
の
分
注
は
、
複
数
の
皇
子
女
系
譜
に
関
し
、
編
者
が
い
ず
れ
が
妥
当
か
判
断
が
つ
か
な
い
場
合
、
そ
れ
ら
を
本
文
・
分
注
に
掲
げ
る

に
お
よ
ん
だ
こ
と
を
指
し
示
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
う
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
凡
例
の
［
つ
に
相
当
す
る
よ
う
な
記
述
が
、
巻
第
～
九
に
い
た
っ
て
は
じ

め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
採
用
し
た
異
説
が
同
書
の
な
か
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
が
ゆ
え
と
判
断
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
編
者
は
、
複
数
の
皇
子
女
系
譜
な
ど
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
正
し
い
可
能
性
が
よ
り
強
い
も
の
を
で
き
る
だ
け
本
文
と
し
て
呈
示
す
る
よ
う

努
め
た
こ
と
が
お
さ
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
時
期
を
め
ぐ
っ
て
は
、
天
武
朝
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
実
施
さ
れ
た
と
す
る
の
が
通
説
的
な
理
解
と
な
る
。
け
れ
ど

も
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
果
、
そ
の
編
修
は
、
大
宝
令
制
下
に
お
い
て
開
始
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
五
巻
五
号
　
一
一
〇
　
こ
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

『
日
本
書
紀
騙
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
五
月
に
完
成
し
、
時
の
天
皇
で
あ
る
元
正
に
献
上
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
語
る
史
料
を
ま
ず
は
左
に

掲
げ
よ
う
。
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①

【
史
料
一
】
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
五
月
癸
酉
条

先
レ
是
、
一
品
舎
人
親
王
奉
レ
勅
、
修
二
日
本
紀
幻
至
レ
是
功
成
奏
上
。

紀
要
巻
系
図
一
巻
。
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舎
人
親
王
が
中
心
と
な
っ
て
『
日
本
書
紀
』
三
〇
巻
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
今
に
は
伝
わ
ら
な
い
系
図
一
巻
も
ま
た
ま
と

め
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
日
本
書
紀
』
編
修
の
露
な
い
し
は
勅
が
舎
人
親
王
に
下
さ
れ
た
時
期
に
関
し
て
は
、
序

文
お
よ
び
上
表
文
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
『
B
本
書
紀
励
の
編
纂
が
舎
人
親
王
の
時
に
は
じ
め
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
断
言
し
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
前

か
ら
『
日
本
書
紀
』
の
編
集
は
行
わ
れ
て
お
り
、
舎
人
親
王
ら
は
新
た
に
そ
の
任
務
を
命
じ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
も
存
す
る
。
そ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
え
る
場
合
、
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
天
武
一
〇
年
（
六
八
一
）
の
川
島
皇
子
ら
に
よ
る
帝
紀
・
上
古
諸
事
の
記
定
作
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

持
統
五
年
（
六
九
一
）
の
大
三
輪
氏
ら
に
よ
る
墓
記
の
上
進
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
研
究
史
の
蓄
積
は
彪
大
な
も
の
に
な
る
け
れ
ど
も
、
『
日

本
書
紀
』
編
纂
の
取
り
か
か
り
を
七
世
紀
後
半
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
傾
向
は
か
な
り
強
い
と
い
え
る
。

　
慈
円
が
著
し
た
『
愚
管
抄
瞼
巻
第
七
に
は
、
「
舎
人
親
王
ノ
ト
キ
清
人
ト
日
本
記
ヲ
ナ
ヲ
ツ
ク
ラ
レ
キ
。
又
大
朝
臣
安
麿
ナ
ド
云
説
モ
ア
リ

　
　
　
　
　
　
④

ケ
ル
」
と
み
え
る
。
清
人
と
は
紀
朝
臣
清
人
の
こ
と
で
、
『
玉
繭
本
紀
』
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
二
月
戊
戌
条
「
詔
二
従
六
位
上
紀
朝
臣
清
人
、

正
八
位
下
三
宅
臣
藤
麻
呂
州
令
レ
撰
二
国
史
し
を
踏
ま
え
た
記
述
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
太
朝
臣
二
挺
侶
が
『
日
本
書
紀
幅
の
撰
修
に
く
わ
わ
っ

た
と
す
る
『
弘
仁
私
記
』
序
や
『
日
本
書
紀
私
記
』
丁
本
（
『
承
平
私
記
』
）
な
ど
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
な
く
、
慎
重
な
態
度
を
も

っ
て
の
ぞ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
。
現
在
で
は
、
舎
人
親
王
と
同
時
期
に
仕
事
を
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

紀
清
人
ら
が
『
日
本
書
紀
臨
の
編
纂
に
関
与
し
た
こ
と
を
認
め
、
一
方
、
太
安
万
難
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
と
ら
え
る
見
解
が
多
く
の
賛
同
を

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
虚
日
本
紀
』
和
銅
七
年
二
月
戊
戌
条
に
み
え
る
国
史
は
『
日
本
書
紀
』
の
こ
と
を
指
し
、
紀
清
人
・
三
宅
早
藤
麻
呂
が
そ
の
撰
述
に
た
ず
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さ
わ
っ
た
と
す
る
の
は
妥
当
と
考
え
る
。
し
か
る
に
、
そ
れ
ら
以
外
の
編
修
員
お
よ
び
編
修
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
史
資
料
の
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
あ
っ
て
相
当
に
難
し
い
。
古
く
よ
り
様
々
な
視
角
か
ら
検
証
が
試
み
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
多
く
の
者
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
な
所
説
が
提
示

さ
れ
る
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
森
博
達
氏
に
よ
っ
て
画
期
的
な
見
解
が
提
唱
さ
れ
た
。
穂
首
は
、
戦
前
よ
り
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
『
日
本
書

　
　
　
　
　
　
　
⑧

機
軸
の
編
修
区
分
論
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
騒
士
北
方
音
と
正
格
漢
文
に
よ
る
α
群
（
巻
第
一
四
～
一
＝
・
二
四
～
二
七
）
と
倭
音
お
よ
び
倭
習

（
日
本
語
の
表
現
に
基
づ
く
漢
字
・
漢
文
の
誤
用
や
特
殊
な
使
い
方
）
が
数
多
く
み
ら
れ
る
β
群
（
巻
第
一
～
一
三
・
二
二
～
二
　
二
・
二
八
～
二
九
）
と
に

分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、
α
群
は
持
統
朝
、
β
群
は
文
武
朝
に
主
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
と
し
、
前
者
の
執
筆
者
を
唐
人
の
続
守
言
と
薩
弘
恪
、

後
者
の
そ
れ
を
倭
人
の
山
田
史
御
方
に
求
め
る
。
そ
し
て
、
残
る
巻
第
三
〇
は
、
和
銅
七
年
二
月
以
降
に
紀
清
人
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と

解
し
、
と
も
に
国
史
の
撰
修
を
命
じ
ら
れ
た
三
宅
藤
麻
呂
は
、
漢
籍
に
よ
る
潤
色
を
両
群
に
わ
た
っ
て
施
す
こ
と
な
ど
に
い
そ
し
ん
だ
と
主
張

す
る
。
た
だ
し
、
α
群
に
関
し
て
は
、
「
編
修
方
針
の
決
定
や
原
史
料
の
選
定
は
、
政
治
的
に
有
力
な
日
本
人
が
主
導
し
た
に
違
い
な
い
」
と

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
入
の
み
で
述
作
が
行
わ
れ
た
と
と
ら
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
如
上
の
草
地
の
意
見
は
説
得
力
に
富
み
、
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
者
に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
も
の
と
思

　
　
⑨

わ
れ
る
。
筆
者
も
、
専
門
分
野
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
手
法
の
鮮
や
か
さ
や
明
快
な
結
論
に
魅
了
さ
れ
た
者
の
…
人
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
も
、
氏
の
指
摘
に
は
釈
然
と
し
な
い
点
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
、
な
か
ん
ず
く
大
宝
令
制
前
に
『
日
本
書
紀
幽
の
執
筆
が
精
力
的
に

進
め
ら
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
懐
疑
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
年
（
五
四
一
）
三
月
条
の
帝
王
本
紀
に
関
す
る
分
注
に
着
目
し
、
ま
ず
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
『
日
本
書

紀
隔
編
修
上
の
二
、
三
の
課
題
に
対
し
て
考
究
を
く
わ
え
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
編
纂
時
期
に
関
す
る
瞥
見
を
開
陳
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
編
修
過
程
の
全
貌
を
現
段
階
で
提
示
す
る
の
は
は
な
は
だ
難
し
く
、
遺
憾
な
が
ら
部
分
的
な
解
釈
を
述
べ
る
に
と
ど
め
ざ
る
を

え
な
い
。
今
後
の
研
究
の
糧
と
す
る
た
め
に
も
、
諸
賢
の
厳
し
い
ご
批
判
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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①
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
㎞
に
よ
る
。
以
下
、
出
典
を
記
さ
な
い
も
の
は
す
べ
て

　
こ
れ
に
基
づ
く
。

②
『
日
本
書
紀
』
天
武
一
〇
年
三
月
丙
戌
条
。

③
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
八
月
辛
亥
条
。

④
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
八
六
㎎
愚
管
抄
㎞
、
岩
波
書

　
店
、
　
～
九
⊥
ハ
七
年
。

⑤
坂
本
太
郎
著
作
集
第
三
巻
『
六
国
史
㎞
第
一
編
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、

　
初
刊
一
九
七
〇
年
）
、
和
田
葦
「
太
安
万
侶
は
古
事
記
の
内
容
に
ど
う
関
わ
っ
た

　
か
」
（
㎎
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
蝕
二
五
－
一
四
、
一
九
八
○
年
）
な
ど
。

⑥
編
修
に
関
与
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
加
藤
謙
吉
氏
に
よ
っ
て
試
論
が

　
提
出
さ
れ
て
い
る
（
覇
日
本
書
紀
㎏
と
渡
来
入
扁
〔
大
山
誠
～
編
㎎
聖
徳
太
子
の

　
真
実
』
、
平
凡
社
、
一
一
〇
〇
三
年
〕
）
。

⑦
森
博
達
咽
田
本
書
紀
の
謎
を
解
く
述
作
者
は
誰
か
』
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九

　
九
九
年
。
な
お
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
著
書
に
お
い
て
、
自
説
の
補
強
が
試
み
ら
れ

　
て
い
る
（
同
『
B
本
書
紀
成
立
の
真
実
－
書
き
換
え
の
主
導
者
は
誰
か
㎞
、
中

　
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
。

⑧
さ
し
ず
め
、
太
田
善
麿
『
古
代
日
本
文
学
思
潮
論
（
皿
）
1
日
本
書
紀
の
考

　
察
1
』
（
薄
型
社
、
　
～
九
六
二
年
）
を
参
照
。

⑨
た
と
え
ば
、
遠
山
美
都
上
編
『
B
本
書
紀
の
読
み
方
幅
第
六
章
（
講
談
社
、
二

　
〇
〇
四
年
目
に
お
け
る
遠
山
氏
執
筆
部
分
を
参
照
の
こ
と
。
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第
一
章
　
『
B
本
書
紀
』
欽
明
二
年
三
月
条
の
分
注
に
つ
い
て

　
『
B
本
書
紀
』
背
明
二
年
三
月
条
の
、
拙
稿
に
お
い
て
主
た
る
検
討
対
象
と
な
る
箇
所
（
【
史
料
二
】
）
を
引
用
す
る
。
な
お
、
「
帝
王
本
紀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

多
有
二
古
字
」
以
下
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
の
『
漢
書
隠
叙
事
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
っ
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

　
②
い
る
。
合
致
す
る
字
句
に
は
○
を
添
え
、
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
旦
ハ
体
的
に
そ
れ
を
右
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

次
堅
陣
媛
同
母
弟
日
二
小
姉
君
殉
生
二
四
男
一
女
叩
其
一
日
二
茨
城
皇
子
ハ
其
二
日
二
葛
城
皇
子
ハ
其
三
日
二
山
嶺
穴
穂
尊
皇
女
↓
其
向
日
二
塑
部
蟻
壁
部
皇
子
ハ

〈
更
名
天
香
子
皇
子
。
④
一
書
云
、
更
名
著
　
皇
子
。
〉
其
五
日
二
泊
瀬
部
皇
子
幻
〈
⑤
～
書
冊
、
其
～
日
二
茨
城
皇
子
↓
其
二
日
二
主
部
古
塁
部
皇
女
↓
其
王

日
二
塑
漏
穴
穂
部
皇
子
ハ
生
名
住
迩
皇
子
、
其
四
旧
二
葛
城
皇
子
↓
其
五
日
二
泊
瀬
部
皇
子
叩
◎
一
書
云
、
其
一
日
二
茨
城
皇
子
ハ
其
二
日
二
住
　
皇
子
↓
其
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
漢
書
旧
文
）
　
。
o
　
。
o
　
（
解
説
）
o
（
後
）
　
。
。
　
。
。

日
一
纏
部
穴
穂
部
皇
女
↓
其
四
日
一
　
塑
部
穴
穂
部
皇
子
↓
書
名
天
香
子
。
其
五
日
二
泊
瀬
部
皇
子
↓
帯
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
↓
撰
集
之
人
、
屡
経
二
遷
易
叩

。
。
o
。
　
　
o
　
o
o
。
　
　
o
。
o
。
　
　
。
o
　
o
。
　
　
。
o
。
　
。
　
　
（
昭
穆
）
o
。
　
　
。
o
（
曲
）
　
o
。
（
本
）
　
o
　
o
。
o
　
　
。
。
o
　
o
。

後
人
習
読
、
以
レ
意
識
改
。
伝
写
既
多
、
遂
致
二
舛
雑
幻
前
後
失
レ
次
、
兄
弟
参
差
。
今
則
考
一
駿
古
今
↓
帰
一
其
真
正
殉
一
往
難
レ
識
者
、
且
依
レ
一
驚
、
而

注
二
詳
其
異
司
他
皆
効
レ
此
。
〉
（
後
略
）
（
〈
〉
は
分
注
を
意
昧
す
る
。
）



『日本書紀」編修論序説（笹川）

～

二

三

四

五

本
文

茨
城
皇
子

葛
城
皇
子

塑
部
穴
北
部
皇
女

四
部
穴
師
部
皇
子
（
天
香
子
皇
子
）

泊
瀬
部
皇
子

一
書
④

茨
城
皇
子

葛
城
皇
子

塗
部
穴
本
部
皇
女

塑
馬
穴
穂
部
皇
子
（
住
　
皇
子
）

泊
瀬
部
皇
子

一
書
⑤

茨
城
皇
子

婆
部
穴
蜂
部
皇
女

塑
部
穴
穂
部
皇
子
（
住
遊
皇
子
）

葛
城
皇
子

泊
瀬
部
皇
子

一
書
◎

茨
城
皇
子

住
泌
皇
子

婆
部
穴
北
部
皇
女

塑
部
穴
穂
部
皇
子
（
天
香
子
）

泊
瀬
部
皇
子

　
三
明
と
小
姉
君
と
の
問
の
皇
子
女
に
関
し
て
は
、
本
文
お
よ
び
一
書
あ
わ
せ
て
四
通
り
の
記
述
が
存
す
る
（
表
一
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
書
の

記
載
に
関
し
て
は
、
＠
～
◎
の
記
号
を
付
し
た
。
そ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
茨
城
皇
子
と
泊
瀬
部
皇
子
（
崇
峻
）
の
位
置
は
、
本
文
・
一
書
い

ず
れ
に
お
い
て
も
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
問
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
本
文
・
一
書
③
で
は
葛
城
皇
子
は
二
番
目
に
列
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
一
書
⑤
で
は
四
番
目
に
位
置
し
、
一
書
◎
に
い
た
っ
て
は
そ
の
名

が
確
認
し
え
な
い
。
塑
部
穴
穂
部
皇
女
は
一
書
⑤
の
み
二
番
目
に
す
え
ら
れ
、
ほ
か
は
す
べ
て
三
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
問
題
と

す
べ
き
は
、
髪
部
穴
底
部
皇
子
で
あ
る
。
～
書
⑤
で
は
三
番
目
、
ほ
か
で
は
四
番
目
に
配
さ
れ
て
お
り
、
食
い
違
い
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
書
＠
・
⑤
で
は
そ
の
更
名
と
さ
れ
る
住
迩
皇
子
が
、
一
書
◎
で
は
塑
極
冠
福
部
皇
子
と
は
異
な
る
人
格
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
、
二
番
臣
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
『
古
事
記
』
欽
明
段
で
は
、
「
又
、
婁
二
岐
阜
志
毘
売
余
薫
嬢
、
小
兄
比
売
↓
生
御
子
、
馬
木
王
。
次
、
葛
城
王
。
次
、
間
人
穴

北
部
王
。
次
、
三
枝
部
穴
太
部
王
、
亦
名
須
売
伊
呂
将
。
次
、
長
谷
部
若
雀
命
。
〈
五
柱
。
〉
」
と
あ
っ
て
、
長
幼
順
は
『
日
本
書
紀
』
本
文
お

よ
び
一
書
④
に
一
致
す
る
。
三
枝
部
堅
太
部
王
の
亦
名
・
須
歯
苔
呂
仔
は
皇
弟
を
意
味
す
る
。
『
日
本
書
紀
㎞
答
辞
二
年
（
五
八
七
）
四
月
丙
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
に
は
「
皇
弟
皇
子
〈
皇
弟
皇
子
者
穴
穂
部

表
一
　
小
姉
君
所
生
の
諸
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
子
、
即
天
皇
庶
弟
。
〉
」
と
み
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
売
伊
三
碧
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
同
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
も
確
認
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
か
か
る
相
違
す
る
兄
弟
関
係
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
帝
王
本
紀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
有
二
古
字
」
以
下
の
記
述
か
ら
お
さ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
王
本
紀
に
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は
多
く
古
字
が
あ
っ
て
、
撰
集
に
関
わ
る
人
が
し
ば
し
ば
交
替
し
た
。
そ
し
て
、
後
人
が
読
み
習
う
際
に
そ
の
文
章
を
故
意
に
削
り
改
め
た
。

ゆ
え
に
、
伝
写
し
た
も
の
が
多
く
存
し
、
つ
い
に
は
錯
乱
す
る
に
い
た
っ
た
。
兄
弟
の
長
幼
順
は
乱
れ
入
り
交
じ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
、

古
今
を
考
え
調
べ
て
そ
の
ま
こ
と
で
正
し
い
姿
に
戻
し
た
。
し
か
る
に
、
お
お
よ
そ
判
断
し
が
た
い
も
の
は
、
と
り
あ
え
ず
一
つ
を
選
ん
で
本

文
と
し
て
掲
げ
、
異
な
る
伝
え
を
詳
し
く
注
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
ほ
か
も
す
べ
て
こ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に
、
と
み
え
る
。
要
す
る
に
、
『
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

本
書
紀
』
編
者
が
匡
正
し
え
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
複
数
の
系
譜
が
掲
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
帝
王
本
紀
は
、
『
古
事
記
』
序
に
み
え
る
帝
紀
・
帝
皇
日
継
・
先
紀
や
、
『
日
本
書
紀
一
天
武
一
〇
年
三
月
丙
戌
条
に
お
け
る
帝
紀
な
ど
と
同

じ
類
の
も
の
で
、
天
皇
・
后
妃
・
皇
子
女
と
い
っ
た
皇
統
譜
を
中
心
と
す
る
内
容
の
書
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
帝
紀
が
朝
廷

で
最
初
に
筆
録
さ
れ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ま
と
め
ら
れ
て
以
降
の
天
皇
お
よ
び
皇
子
女
な
ど
に
関
し
て
は
、
順
次
書
き
継

が
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
噸
日
本
書
紀
』
編
修
者
の
手
元
に
は
持
統
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
も
集
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
少
数
の
天
皇
に
ま
つ
わ
る
系
譜
し
か
記
さ
な
い
部
分
的
・
断
片
的
な
資
料
も
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
書
紀
励
編
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

そ
の
よ
う
な
様
々
な
材
料
を
参
看
し
て
、
皇
統
譜
を
書
き
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
一
」
以
下
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
か
ら
古
く
よ
り
『
日
本
書
紀
』
の
凡
例
の
一
つ
に
該
当
す
る
と
見
な
さ
れ
て

き
た
。
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
う
い
っ
た
性
格
の
も
の
が
巻
第
…
九
・
欽
明
紀
に
い
た
っ
て
何
ゆ
え
に
提
示
さ
れ
た
の
か
で
あ
る
。
後
心
す
る

よ
う
に
、
皇
子
女
な
ど
に
つ
い
て
の
異
伝
は
、
巻
第
一
九
以
前
に
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
か
よ
う
な
異
説
が
最
初
に
示
さ

れ
た
箇
所
に
こ
そ
、
そ
れ
を
付
す
の
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
先
学
の
解
釈
を
や
や
詳
し
く
み
る
に
、
河
村
秀
根
・
益
根
の
『
書
紀
集
解
』
巻
第
一
九
に
は
、
「
註
例
註
二
神
長
上
紀
一
言
発
二
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

例
一
景
、
世
歴
漸
近
、
而
諸
説
紛
錯
。
故
発
レ
例
示
レ
所
三
越
不
二
三
岳
作
フ
註
也
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
伴
信
友
が
し
た
た
め
た
『
比
古
婆
衣
』
一

の
巻
・
日
本
書
紀
考
に
お
い
て
は
、
「
さ
て
此
註
巻
の
初
つ
か
た
に
有
る
べ
き
を
此
処
に
し
も
有
は
、
有
が
中
に
ご
・
な
る
一
書
の
文
は
、
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
多
き
に
よ
り
て
前
後
を
か
ね
て
、
閣
に
凡
て
の
例
を
記
さ
れ
た
り
と
聞
え
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
梅
澤
伊
勢
三
界
は
、
こ
の
注
文
が
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『
日
本
書
紀
』
の
巻
頭
で
は
な
く
欽
明
紀
に
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宣
化
紀
以
前
の
部
分
の
正
文
決
定
が
、
天
武
一
〇
年
の
修
史
作
業
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
前
に
お
い
て
お
お
む
ね
完
了
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
る
。
山
田
英
雄
氏
は
、
皇
子
女
に
つ
い
て
の
異

説
が
欽
明
紀
よ
り
も
前
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
、
こ
の
箇
所
に
先
の
よ
う
な
凡
例
が
記
さ
れ
た
要
因
は
わ
か
り
が
た
い
と
し
つ
つ
も
、

『
日
本
書
紀
瞬
は
幾
人
か
で
分
担
執
筆
さ
れ
た
か
、
執
筆
の
時
期
が
違
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
か
か
る
不
用
意
な
記
述
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
尾
幸
久
氏
は
、
粗
率
の
と
こ
ろ
で
帝
王
本
紀
に
ふ
れ
て
か
よ
う
な
注
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

帝
王
本
紀
が
欽
明
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
く
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
諸
説
紛
々
と
す
る
も
の
の
、
お
の
お
の
に
共
通
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
綿
密
な
検
討
を
欠
い
て
い
る
点
だ
。
結
論
を
先
に
述

べ
れ
ば
、
筆
者
は
伴
信
管
の
意
見
が
す
こ
ぶ
る
穏
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
で
は
、
「
他
皆
効
レ
此
」
の
「
他
」
に
該
当
す
る
と
目
さ
れ
る
記

述
を
抜
き
出
し
、
そ
の
上
で
具
体
的
な
分
析
を
実
施
し
て
い
く
。

『日本省紀』編修論序説（笹川）

【
史
料
三
】
『
日
本
書
紀
』
安
寧
三
年
正
月
壬
午
条

三
年
春
正
月
戊
寅
朔
壬
午
、
立
二
淳
名
底
仲
媛
随
一
〈
亦
日
二
淳
名
思
置
幻
〉
為
｝
皇
盾
幻
〈
一
書
云
、
磯
城
県
主
葉
愚
女
川
津
媛
。
一
書
云
、
大
間
宿
禰
女
糸
井

媛
。
〉
先
レ
是
盾
生
二
二
皇
子
叩
第
一
日
二
缶
石
耳
A
駅
第
二
日
二
大
日
本
彦
絹
友
天
皇
弔
く
一
思
、
生
”
一
三
皇
子
殉
第
一
日
二
常
習
彦
某
兄
↓
第
二
日
二
大
田
本
彦

絹
友
天
皇
ハ
第
三
日
工
磯
城
津
彦
命
3

【
史
料
四
】
『
日
本
書
紀
』
欝
徳
二
年
二
月
癸
丑
条

二
月
癸
卯
朔
旦
丑
、
立
二
天
豊
津
媛
A
即
為
二
皇
盾
叩
く
一
嘗
、

彦
香
殖
稲
天
皇
幻
〈
一
云
、
天
皇
母
弟
武
石
彦
奇
友
背
命
。
〉

磯
城
県
主
葉
叢
男
弟
猪
手
女
泉
媛
。
＝
云
、
磯
城
県
主
太
真
稚
彦
女
曇
日
媛
也
。
〉
盾
生
二
観
松
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【
史
料
五
】
『
日
本
書
紀
』
孝
元
七
年
二
月
丁
卯
条

七
年
春
二
月
丙
寅
朔
日
卯
、
立
二
鰐
色
謎
命
【
為
一
皇
厨
幻
愚
生
篇
二
男
一
女
四
三
～
日
二
大
西
命
↓

姫
命
幻
会
云
、
天
皇
母
弟
少
彦
男
心
命
也
。
〉
（
後
略
）

第
二
日
二
稚
日
本
根
子
彦
大
日
日
天
皇
ハ
第
三
日
二
倭
　
遊

【
史
料
六
】
『
B
本
書
紀
隔
景
行
二
年
三
月
戊
辰
条

二
年
春
三
月
丙
寅
朔
戊
辰
、
立
二
播
磨
稲
日
大
郎
姫
｝
〈
＝
云
、
稲
日
興
郎
姫
。
郎
姫
、
此
云
；
異
羅
菟
嘩
つ
〉
為
一
皇
后
幻
盾
生
一
　
二
男
叩
第
一
日
二
大
半
皇
子
↓

第
二
日
二
小
碓
尊
殉
〈
一
書
云
、
皇
后
生
二
三
男
叩
其
第
三
田
一
一
稚
倭
根
子
皇
子
つ
〉
（
後
略
）

【
史
料
七
】
『
日
本
書
紀
』
顕
宗
即
位
前
紀

弘
計
天
皇
、
〈
更
名
目
目
稚
子
。
〉
大
兄
去
来
穂
別
天
皇
孫
也
、
過
量
季
重
皇
子
子
也
。
母
日
二
蓄
髪
叩
〈
萸
、
主
典
篇
波
曳
幻
譜
第
日
、
市
辺
押
磐
皇
子
嬰
二
蟻

雨
女
黄
媛
↓
遂
生
一
一
三
男
二
女
つ
其
～
日
二
居
夏
姫
ハ
其
二
日
二
億
計
王
↓
更
名
島
稚
子
、
更
名
大
石
墨
。
其
三
日
二
弘
計
王
↓
更
早
来
目
稚
子
。
其
四
日
二
飯

豊
女
王
↓
亦
名
忍
海
部
女
王
。
其
五
日
二
橘
王
叩
～
本
、
以
二
飯
豊
女
王
一
列
二
三
於
億
計
王
将
上
幻
山
北
者
葦
田
宿
禰
子
也
。
〉
（
後
略
）

【
史
料
八
】
『
日
本
書
紀
』
仁
賢
元
年
二
月
壬
子
条

二
月
辛
亥
朔
壬
子
、
立
二
前
著
春
日
大
唐
皇
女
一
為
二
皇
后
幻
〈
春
日
大
娘
皇
女
、
大
泊
瀬
天
皇
直
面
和
藩
臣
深
目
之
女
童
女
君
㎝
所
レ
二
本
。
〉
遂
産
一
一
男
六
女
幻

其
～
日
四
一
高
橋
大
畑
皇
女
↓
其
二
日
二
朝
嬬
皇
女
↓
其
三
日
二
手
白
黒
皇
女
ハ
其
四
日
二
垂
氷
皇
女
↓
其
五
日
一
一
橘
皇
女
↓
甚
六
日
二
小
泊
瀬
稚
缶
切
天
皇
↓
及

レ
有
二
天
下
袖
都
二
泊
瀬
列
城
相
其
七
日
二
真
書
皇
女
幻
〈
　
本
、
以
二
棟
氷
皇
女
｝
列
二
子
第
三
ハ
以
二
手
衣
香
皇
女
一
列
一
一
干
第
四
↓
為
レ
異
焉
。
〉
（
後
略
）

門
史
料
九
】
『
日
本
書
紀
』
天
智
七
年
（
六
六
八
）
二
月
戊
寅
条
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遂
納
二
四
嬢
殉
有
二
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
大
臣
女
↓
日
二
三
智
娘
叩
〈
或
本
云
、
美
濃
津
子
娘
。
〉
生
二
一
男
二
女
殉
其
一
日
二
大
田
皇
女
ハ
其
二
日
二
鶴
野
皇
女
叩

及
レ
有
二
天
下
↓
居
二
士
飛
鳥
浄
御
原
宮
↓
心
移
二
宮
干
藤
原
殉
其
三
日
二
建
皇
子
幻
屋
号
レ
能
レ
語
。
〈
或
本
云
、
遠
智
愚
生
二
一
男
二
女
幻
其
一
日
二
建
皇
子
↓
其

二
日
二
大
田
皇
女
↓
其
三
日
二
鶴
野
皇
女
弔
謡
本
云
、
蘇
我
山
田
麻
呂
大
臣
女
日
二
茅
淳
娘
叩
生
三
大
田
皇
女
与
二
娑
羅
々
皇
女
幻
〉
（
後
略
）

『日本書紀』編修論序説（笹川）

　
史
料
三
～
八
に
関
し
て
は
、
『
古
事
記
』
に
も
系
譜
が
み
え
て
い
る
。
史
料
三
お
よ
び
七
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
、
残
り
の
も
の

に
つ
い
て
お
の
お
の
比
較
を
行
い
た
い
。

　
ま
ず
、
史
料
四
を
取
り
上
げ
る
に
、
『
古
事
記
』
麓
徳
段
に
は
「
嬰
二
巴
木
県
主
嵩
置
、
賦
認
否
和
詞
比
売
命
、
亦
厳
冬
日
比
売
命
↓
生
御
子
、

御
真
津
日
子
詞
恵
志
泥
命
。
〈
自
レ
詞
下
四
字
以
レ
音
。
〉
次
、
多
芸
志
比
古
命
。
〈
二
人
。
〉
」
と
あ
り
、
武
石
彦
心
友
背
命
と
多
芸
志
比
古
命
が

同
一
人
物
と
な
ろ
う
。

　
史
料
五
に
つ
い
て
は
、
『
古
事
記
』
孝
元
段
に
は
「
嬰
二
心
雪
面
等
之
祖
、
内
色
許
男
命
〈
色
許
二
字
以
レ
音
。
下
効
レ
此
。
〉
妹
、
内
色
許
売

命
↓
生
御
子
、
大
毘
古
命
。
次
、
品
名
日
子
建
猪
心
命
。
次
、
若
倭
根
子
日
子
大
誤
答
命
。
〈
土
柱
。
〉
」
と
み
え
て
お
り
、
少
彦
男
心
身
が
少

名
日
子
建
筆
墨
命
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
日
本
書
紀
』
＝
云
で
は
開
化
の
同
母
弟
と
す
る
も
の
の
、
『
古
事
記
』
で
は
そ
の

兄
と
す
る
。
一
著
で
は
、
倭
　
　
姫
命
の
代
わ
り
に
少
彦
男
下
命
が
第
三
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
史
料
六
に
関
し
て
は
、
噸
古
事
記
男
憎
言
寿
に
「
藤
井
畜
備
臣
等
身
祖
、
若
殿
吉
備
津
日
子
之
女
、
名
針
間
之
伊
〈
上
〉
那
毘
能
大
郎
女
↓
生

御
子
、
三
角
別
堀
。
次
、
大
江
命
。
次
、
小
碓
命
、
鼻
端
倭
男
具
那
命
。
〈
具
那
二
字
以
レ
音
。
〉
次
、
倭
根
子
命
。
次
、
神
櫛
王
。
〈
五
言
。
〉
」

と
あ
っ
て
、
稚
倭
根
子
皇
子
と
倭
根
子
命
が
合
致
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
留
意
す
べ
き
は
、
『
日
本
書
紀
隔
携
行
四
年
二
月
甲
子
条

に
、
景
行
と
八
坂
入
門
と
の
間
の
七
男
六
女
の
う
ち
第
四
と
し
て
同
名
の
春
菊
根
子
皇
子
が
記
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
『
日
本

書
紀
』
編
者
は
稚
倭
根
子
皇
子
の
配
置
を
め
ぐ
っ
て
難
渋
し
て
い
た
こ
と
が
關
明
す
る
。

　
最
後
に
史
料
八
に
眼
を
向
け
る
に
、
『
古
事
記
』
仁
賢
段
で
は
三
番
目
に
久
感
量
郎
女
、
四
番
目
に
手
白
髪
郎
女
が
み
え
て
お
り
、
一
本
に
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お
け
る
異
説
と
吻
合
す
る
。

　
右
に
記
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
子
女
な
ど
に
係
わ
る
系
譜
の
数
に
着
目
す
る
に
、
史
料
三
～
八
が
二
、
史
料
九
が
三

と
な
っ
て
、
史
料
二
の
表
明
と
小
姉
君
と
の
間
の
四
例
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
、
各
天
皇
の
皇
子
女
な
ど
に
関
す
る
伝
え

ば
か
な
り
た
く
さ
ん
存
し
、
『
日
本
書
紀
駄
編
修
者
は
最
終
的
に
一
つ
に
絞
り
込
む
か
、
な
い
し
は
吟
味
し
て
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
を

行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
明
ら
か
に
不
自
然
な
系
譜
は
切
り
捨
て
、
正
し
い
伝
え
の
可
能
性
が

あ
る
と
目
さ
れ
る
も
の
は
で
き
る
限
り
列
挙
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
先
に
抜
署
し
た
各
条
に
お
け
る
様
態
は
、
か

か
る
指
針
の
所
産
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
採
用
し
た
異
伝
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
『
日
本
書
紀
』
の
凡
例
の
一
つ
に
該

当
す
る
よ
う
な
記
述
が
、
欽
明
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
ら
れ
る
に
お
よ
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
か
よ
う
な
想
定
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
重
視
す
べ
き
は
、
『
日
本
書
紀
隔
に
は
系
図
一
巻
が
と
も
な
っ
て
い
た
点
だ
。
残
念
な
が
ら
系
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
巻
は
散
落
し
て
し
ま
い
、
そ
の
形
態
お
よ
び
内
容
を
復
元
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
、
幸
い
に
も
推
測
す
る
手
が
か
り
は
残
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
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門
史
料
～
○
】
『
弘
仁
私
記
螂
序

清
足
獺
天
皇
負
戻
之
時
（
分
注
略
）
、
親
王
及
安
麻
呂
等
更
繋
止
此
B
本
書
紀
三
十
巻
拝
帝
王
系
図
一
巻
幻

〈
細
見
二
在
図
書
寮
及
民
間
一
也
。
〉

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
九
世
紀
前
半
に
は
帝
王
系
図
一
巻
が
、
図
書
寮
お
よ
び
民
間
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
帝
王
系
図
一
巻
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

史
料
剛
の
系
図
一
巻
と
が
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
誤
り
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
成
立
年
次
未
詳
の
『
本
朝
国
史
目
録
』
に
は
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

系
図
一
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。
帝
王
系
図
・
天
皇
系
図
と
い
う
名
称
、
お
よ
び
一
巻
と
い
う
分
量
に
照
ら
す
に
、
『
日
本
書
紀
瞼
の
系
図
～
巻

に
は
神
武
か
ら
持
統
に
お
よ
ぶ
皇
統
譜
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。



『日本書紀曇編修論序説（笹川）

　
そ
れ
で
は
、
か
か
る
系
図
は
『
日
本
書
紀
幅
の
編
修
過
程
の
う
ち
、
は
た
し
て
ど
の
段
階
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
二
「
帝

王
本
紀
、
多
有
二
古
字
」
以
下
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
皇
子
女
系
譜
な
ど
に
係
わ
る
筆
削
が
お
さ
え
ら
れ
、
そ
の
選
別
・

確
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
、
『
日
本
書
紀
』
が
奏
上
さ
れ
た
養
老
四
年
五
月
か
ら
程
近
い
こ
ろ
に
そ
の
作
成
が
開
始
さ
れ
た
と
す

る
の
が
穏
当
と
な
ろ
う
。
皇
子
女
系
譜
な
ど
の
決
定
を
へ
な
い
段
階
で
そ
の
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
は
、
何
度
も
作
り
な
お
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
羽
目
に
陥
り
、
効
率
性
に
欠
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
異
論
は
生
ず
ま
い
。

　
想
う
に
、
そ
の
作
成
に
あ
ず
か
っ
た
編
者
の
う
ち
の
幾
人
か
が
、
最
終
草
案
に
お
け
る
す
べ
て
の
皇
子
女
系
譜
な
ど
に
眼
を
通
す
こ
と
で
、

欽
明
と
小
姉
君
を
父
母
と
す
る
皇
子
女
の
異
伝
が
も
っ
と
も
多
く
掲
げ
ら
れ
る
に
い
た
る
こ
と
を
把
握
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
撰
者
は
い
く
つ
か
の
巻
ご
と
で
相
違
し
て
お
り
、
か
つ
編
修
時
期
は
部
分
ご
と
に
若
干
の
ズ
レ
が
存
し
て

い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
系
図
の
作
成
を
介
し
て
皇
子
女
系
譜
な
ど
に
関
す
る
異
説
の
採
用
状
況
が
認
知
さ
れ
、
な
か
で
も
一
番
採
録
数
の

多
い
週
明
の
と
こ
ろ
で
編
集
方
針
の
一
端
を
明
示
す
る
よ
う
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
上
、
要
す
る
に
、
系
図
一
巻
の

筆
録
を
契
機
と
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
の
完
成
間
近
に
な
っ
て
、
欽
明
紀
に
噸
漢
書
』
滑
面
を
粉
本
と
す
る
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
」
以

下
の
分
注
が
く
わ
え
ら
れ
る
に
お
よ
ん
だ
と
推
断
す
る
。

　
最
後
に
、
帝
王
本
紀
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
敷
術
し
て
お
き
た
い
。

【
史
料
＝
】
『
日
本
書
紀
蜘
神
代
下
・
第
二
段

彦
波
激
武
鶴
鵜
草
葺
不
合
尊
、
以
工
帯
下
演
説
姫
｝
為
レ
妃
、
生
二
彦
五
懸
命
幻
次
稲
飯
命
。
次
三
毛
入
野
命
。
尊
神
購
本
磐
余
彦
尊
。
凡
生
二
四
男
幻
（
申
略
）

④
一
書
日
、
先
生
二
彦
五
瀬
A
既
次
稲
飯
命
。
次
三
毛
入
野
命
。
次
狭
野
駆
。
亦
号
二
神
日
本
磐
余
彦
尊
口
添
レ
称
二
丁
聾
者
、
是
年
少
時
之
号
也
。
後
機
二
平

　
天
下
↓
奄
二
有
八
洲
叩
故
復
加
レ
号
、
日
二
神
日
本
磐
余
彦
尊
幻

⑤
一
書
日
、
先
生
二
五
瀬
命
幻
次
三
毛
野
鼠
。
次
稲
飯
命
。
次
磐
余
彦
尊
。
亦
号
二
神
日
本
磐
余
漁
火
火
面
愚
筆
幻
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表
二
　
玉
依
姫
所
生
の
諸
説

一

二

三

四

本
文

彦
五
瀬
命

稲
飯
命

三
毛
入
野
命

神
日
本
磐
余
彦
蓉

一
書
③

彦
五
瀬
命

稲
飯
命

三
毛
入
野
命

狭
野
尊
ハ
神
日
本
磐
余
彦
尊
）

一
書
⑤

五
雲
命

三
毛
野
命

稲
飯
命

磐
余
彦
尊
（
神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
蓉
）

一
書
◎

彦
五
月
命

稲
飯
命

神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
尊

稚
三
毛
影
響

～
書
③

彦
五
瀬
命

磐
余
彦
火
火
撮
見
尊

彦
稲
飯
命

三
毛
入
野
命

◎
一
書
日
、
先
生
二
彦
五
趣
命
幻
忌
門

　
飯
命
。
山
神
田
本
磐
余
彦
火
火
出
見

　
尊
。
次
稚
三
毛
国
命
。

④
一
書
日
、
先
生
二
彦
五
瀬
命
相
次
磐

　
余
寒
火
火
出
見
尊
。
次
彦
稲
飯
命
。

　
次
三
網
入
一
命
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
代
下
・
第
一
一
段
は
神
武
に
関
す

る
系
譜
を
列
記
し
て
お
り
、
本
文
に
く
わ
え
＠
～
④
の
四
つ
の
異
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
兄
弟
順
お
よ
び

神
武
の
名
の
相
違
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
表
二
）
。
　
書
◎
の
稚
三
毛
野
命
は
、
『
古
事
記
』
で
は
神
武
の
虚
名
と
し
て
登
場
す
る

も
の
の
、
本
文
お
よ
び
ほ
か
の
一
書
に
み
え
る
三
毛
（
入
）
野
命
と
岡
　
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
。
兄
弟
の
順
序
お
よ
び
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
そ
れ
の
名
称
に
関
し
て
は
、
本
文
と
一
書
＠
が
神
武
の
年
少
時
の
名
・
狭
野
漆
を
の
ぞ
い
て
合
致
し
て
お
り
、
山
田
英
雄
氏
は
一
書
＠
が
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

文
に
採
用
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
是
非
は
お
く
と
し
て
も
、
神
武
に
係
わ
る
系
譜
が
五
つ
も
見
出
さ
れ
、
欽
明
の
皇
子
女
に
関
す
る
系

譜
よ
り
も
多
い
点
は
注
意
を
要
す
る
。
と
い
う
の
は
、
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
一
」
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
の
先
の
結
論
を
ゆ
る
が
す
事
例

と
も
な
り
う
る
か
ら
だ
。
し
か
る
に
、
神
武
は
橿
原
宮
に
お
い
て
即
位
す
る
も
の
の
、
そ
の
父
母
兄
弟
は
す
べ
て
神
に
あ
た
る
点
は
看
過
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
帝
王
本
紀
と
い
う
名
称
か
ら
推
す
に
、
神
武
以
降
の
皇
統
譜
が
そ
こ
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
て
、
神
武
の
父
母
兄
弟
と

い
っ
た
神
統
譜
に
関
し
て
は
一
切
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
一
」
以
下
の
分

注
が
神
武
の
と
こ
ろ
で
付
さ
れ
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
既
述
し
た
よ
う
に
、
帝
王
本
紀
は
、
『
古
事
記
』
序
な
ど
に
み
え
る
帝
紀
と
同
類
の
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
も
ま
た
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神
武
か
ら
始
ま
る
皇
統
譜
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
他
方
、
離
層
譜
は
、
『
古
事
記
』
序
の
本
辞
・
先
代
旧
辞
・

旧
辞
、
『
日
本
書
紀
隔
天
武
｝
○
年
三
月
丙
戌
条
の
上
古
諸
事
な
ど
に
お
い
て
、
神
話
に
組
み
込
ま
れ
る
形
で
記
さ
れ
て
い
た
と
思
料
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
旧
辞
な
ど
の
性
格
に
つ
い
て
筆
者
は
、
神
話
を
含
む
王
家
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
集
成
し
た
書
と
す
る
通
説
的
な
理
解
に
し
た
が

う
。
け
れ
ど
も
、
神
話
の
み
を
ま
と
め
た
成
書
と
す
る
解
釈
も
ま
た
成
立
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
神
と
い
う
字
を
冠
し
た
よ
り
的
確
な
名
称
を
与
え
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
素
朴
な
疑
問
が
旧
辞
に
は
神
武

以
降
の
物
語
や
歌
謡
も
収
録
さ
れ
て
い
た
と
と
ら
え
る
大
き
な
所
以
と
な
る
。

①
開
漢
書
㎞
第
一
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。

②
津
田
左
右
吉
全
集
第
㎝
巻
朔
日
本
古
典
の
研
究
上
』
第
一
篇
第
四
章
（
岩
波

　
書
店
、
～
九
六
三
年
、
初
刊
一
九
四
八
年
）
、
太
田
晶
二
郎
「
日
本
書
紀
編
修
の

　
参
考
書
の
こ
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
四

　
八
年
）
、
小
島
憲
之
「
初
期
書
紀
学
」
（
『
国
語
・
国
文
』
　
一
入
－
三
、
～
九
四
九

　
年
）
、
同
『
上
代
冒
本
文
学
と
中
国
文
学
一
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
学

　
的
考
察
1
㎞
上
・
第
三
篇
第
三
章
ω
（
塙
魯
房
、
一
九
六
二
年
目
な
ど
。

③
本
文
に
お
い
て
、
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
し
以
下
は
、
顔
師
古
の
門
漢
書
幅

　
叙
例
の
文
章
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
小
島

　
憲
之
氏
は
、
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
一
」
と
い
う
記
述
、
お
よ
び
「
睡
二
蝦
古

　
本
剛
」
が
「
考
二
殿
古
今
こ
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
て
、
帝
王
本

　
紀
に
は
省
略
字
や
増
画
字
と
い
っ
た
字
形
の
異
な
る
古
字
が
随
処
に
用
い
ら
れ
て

　
い
た
と
し
、
ま
た
「
古
今
」
の
「
古
」
を
古
字
に
「
今
扁
を
唐
代
当
用
字
で
あ
る

　
今
字
に
あ
て
る
。
さ
ら
に
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
一
～
年
一
一
月
丙
午
条
に
み
え
る

　
門
新
字
一
部
冊
四
巻
」
に
は
、
古
字
に
対
応
す
る
今
字
の
記
載
が
含
ま
れ
て
い
た

　
と
す
る
（
「
文
字
の
揺
れ
一
天
武
飛
鳥
朝
「
新
字
」
撰
定
の
周
辺
1
」
〔
『
萬

　
葉
以
前
－
上
代
び
と
の
表
現
f
』
、
岩
波
書
店
、
　
九
入
六
年
、
初
出
一
九

　
七
九
年
〕
）
。

　
　
小
島
氏
の
見
解
は
ま
こ
と
に
興
味
深
く
、
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
だ

　
し
、
史
料
二
の
欽
明
二
年
三
月
条
の
分
注
に
関
し
て
は
、
皇
子
女
の
長
幼
順
な
ど

　
を
正
す
と
い
う
点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
古
字
と
今
字
の
問
題
を
狙
上
に
載

　
せ
て
い
る
と
は
と
ら
え
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
古
今
」
は
昔
と
今
の
意
と
判

　
干
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
古
本
」
を
門
古
今
」
と
改
め
た
の
は
、

　
門
日
本
書
紀
㎞
編
者
が
蒐
集
し
た
も
の
の
う
ち
、
よ
り
早
い
時
期
に
し
た
た
め
ら

　
れ
た
帝
王
本
紀
を
選
び
出
す
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
か
ら
と
推
測
し
う
る
の
で

　
は
な
か
ろ
う
か
。

④
小
姉
君
の
産
ん
だ
皇
子
女
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
え
を
一
瞥
す
る
に
、
人
名

　
が
す
べ
て
同
じ
表
記
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
代
の
人
名
が
様
々
に
書

　
き
つ
づ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
婆
部
穴
穂

　
部
皇
女
は
魍
古
事
記
祉
や
野
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
（
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢

　
平
泉
著
『
上
宮
聖
徳
法
王
精
管
注
釈
と
研
究
㎏
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

　
な
ど
に
お
い
て
異
な
る
表
記
が
と
ら
れ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
『
日
本
書
紀
』
用

　
明
元
年
正
月
壬
子
朔
条
・
推
古
元
年
（
五
九
三
）
四
月
己
七
条
で
は
穴
穂
部
問
人

　
皇
女
と
み
え
て
お
り
、
同
じ
書
の
う
ち
で
も
相
違
が
見
受
け
ら
れ
る
。
『
日
本
書
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紀
』
撰
者
の
手
元
に
収
集
さ
れ
た
資
料
で
は
、
種
々
の
表
記
が
み
ら
れ
た
は
ず
で
、

　
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
撰
者
が
固
有
名
詞
の
表
記
の
統
一
を
図
っ

　
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
。

⑤
河
村
重
根
・
益
根
著
小
島
憲
之
補
注
『
書
紀
集
解
臨
御
、
騰
川
書
店
、
～
九

　
六
九
年
。

⑥
国
難
刊
行
会
費
『
伴
信
認
全
集
』
諸
白
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
。

⑦
梅
澤
伊
勢
三
「
日
本
書
紀
の
成
立
過
程
扁
（
『
記
紀
批
判
古
事
記
及
び
日
本
書

　
紀
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
、
国
文
社
、
～
九
六
二
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）
。

⑧
山
田
英
雄
『
日
本
書
紀
』
、
教
育
社
、
～
九
七
九
年
。

⑨
山
尾
幸
久
轟
古
事
記
』
欄
日
本
書
紀
㎞
へ
の
過
程
扁
（
署
大
化
改
新
」
の
史
料

　
批
判
㎞
、
塙
書
一
房
、
　
二
〇
〇
轟
轟
年
）
Q

⑩
系
図
～
巻
の
内
容
お
よ
び
散
侠
理
由
・
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
薩
田
香
融
・

　
荊
木
美
行
両
氏
に
よ
っ
て
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（
薗
田
香
融
日
日
本
書
紀
睡

　
の
系
図
に
つ
い
て
」
〔
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
㎞
、
塙
嘗
房
、
一
九
入
　
年
、

　
初
出
一
九
六
七
年
〕
、
荊
木
美
行
「
失
わ
れ
た
魍
日
本
轡
紀
㎞
の
門
系
図
～
巻
」
」

　
〔
『
古
代
史
研
究
と
古
典
籍
塩
、
皇
學
館
大
面
出
版
部
、
～
九
九
六
年
、
初
出
一
九

　
九
四
年
〕
、
同
磯
日
本
書
紀
』
「
系
図
一
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
」
扇
記
紀
皇
統
譜
の

　
基
礎
的
研
究
㎞
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
〕
、
同
「
帝
王
系

　
図
と
年
代
記
」
爲
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
～
二
年
、

　
初
嵐
二
〇
一
〇
年
〕
）
。
こ
こ
で
、
そ
の
亡
逸
の
背
景
に
つ
い
て
の
私
案
を
簡
単
に

　
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　
史
料
一
〇
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
前
期
に
は
『
日
本
書
紀
』
系
図
一
巻
が
残
存

　
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
散
秩
に
関
し
て
論
じ
る
上
で
軽
視
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
の
は
、
天
皇
系
図
の
作
成
で
あ
ろ
う
。
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
八
月
、

　
滋
野
朝
臣
安
成
と
善
淵
愛
成
ら
に
対
し
て
天
皇
系
図
お
よ
び
大
臣
列
伝
の
造
纂
が

　
命
じ
ら
れ
た
（
剛
類
聚
符
宣
抄
螂
第
六
・
文
譜
）
。
幸
い
に
も
、
円
珍
が
「
天
皇
系

　
図
、
以
二
神
櫛
扁
為
二
第
九
ハ
／
以
＝
武
国
凝
別
糟
為
一
帰
第
十
丁
［
／
日
本
紀
、
以
二

神
櫛
一
撃
娼
第
十
叫
三
二
興
国
／
圓
王
子
｝
為
扁
一
第
十
｝
ゴ
」
と
書
き
残
し
て
く
れ
た
の

で
（
「
円
珍
俗
姓
系
図
」
裏
書
〔
隅
園
城
寺
文
書
』
第
～
巻
智
謹
大
師
文
書
、
講

談
社
、
一
九
九
八
年
〕
）
、
そ
の
内
容
を
お
お
よ
そ
推
し
鐙
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
神
櫛
・
武
国
幕
別
の
両
名
は
景
行
皇
子
に
該
当
す
る
。
日
本
紀
以
下
の
記
述
で
、

神
櫛
を
第
～
○
、
武
国
凝
別
を
第
＝
一
と
す
る
の
は
、
『
日
本
書
紀
㎞
に
お
け
る

景
行
の
皇
子
女
記
載
の
う
ち
（
史
料
六
の
景
行
二
年
三
月
戊
辰
条
と
同
四
年
二
月

甲
子
条
）
、
母
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
皇
子
だ
け
を
数
え
た
場
合
、
両
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
順
番
の
と
こ
ろ
に
位
嚇
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
、
天
皇
系

図
に
関
す
る
記
述
も
同
様
の
数
え
方
に
基
づ
く
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
『
日
本

轡
紀
』
と
相
違
し
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
本
文
に
お
い
て
、
景
行
皇
子
・

倭
根
子
皇
子
に
つ
い
て
門
日
本
書
紀
㎞
撰
者
は
正
し
く
位
概
づ
け
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。
あ
る
い
は
、
天
皇
系
図
に
お
い
て
か
か
る
不
安
定
な
皇

子
を
は
ぶ
い
た
が
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
第
九
・
第
一
一
番
目
の
と
こ
ろ
に
配
せ

ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
い
っ
た
点
は
と
も
か
く
、
翌
日
の
皇
子
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
天

皇
系
図
は
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
た
系
図
で
あ
っ
た
蓋
然
性

が
高
い
（
あ
る
い
は
、
神
統
譜
が
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
）
。
く

わ
え
て
、
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
『
日
本
書
紀
臨
の
系

図
　
巻
と
重
複
す
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
清

和
朝
に
お
け
る
天
皇
系
図
の
作
成
お
よ
び
流
布
が
、
『
日
本
書
紀
暁
系
図
一
巻
の

亡
逸
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
な
お
、
噸
菅
家
御
伝
記
㎞
寛
平
四
歳
（
八
九
二
）
正
月
七
日
条
よ
り
、
『
類
聚
国

史
㎞
に
は
帝
王
系
図
三
巻
が
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
神
道
大
系
』

神
社
編
一
一
北
野
）
。
伴
信
友
は
、
噸
比
古
婆
衣
』
六
の
巻
・
類
聚
国
史
に
お
い

て
、
こ
の
帝
王
系
図
三
巻
に
つ
き
「
日
本
紀
に
潤
た
る
系
図
　
巻
に
〈
（
中
略
）

系
図
と
は
天
皇
系
図
な
る
べ
し
。
此
系
図
今
世
に
伝
は
ら
ず
。
〉
文
武
天
皇
よ
り

文
徳
天
皇
ま
で
の
系
図
を
薪
に
修
撰
ひ
て
二
巻
と
し
合
せ
て
三
巻
と
し
給
へ
る
も
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の
な
る
べ
し
」
と
説
い
て
い
る
。
だ
が
、
清
和
朝
の
天
皇
系
図
を
参
考
に
し
て
作

　
成
さ
れ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
お
り
、
に
わ
か
に
承
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑪
京
都
大
学
附
属
図
書
館
架
蔵
の
『
本
朝
国
受
目
録
本
朝
法
家
文
書
昌
録
㎞
に

　
よ
る
。
な
お
、
小
中
村
清
矩
は
、
六
国
史
の
み
の
目
録
で
あ
る
『
本
朝
国
史
目

　
録
㎞
に
つ
い
て
、
「
鹿
本
後
紀
ノ
閉
録
ハ
、
未
タ
侠
亡
セ
サ
ル
前
ノ
書
目
ナ
ル
コ

　
ト
明
ラ
カ
ナ
レ
ハ
、
此
書
ノ
古
キ
ヲ
謹
ス
ル
樹
帯
レ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
解

　
題
本
朝
国
史
自
録
扁
鐙
史
学
雑
誌
』
四
七
、
一
八
九
三
年
〕
）
。

⑫
『
本
朝
害
毒
目
録
睡
に
は
、
「
帝
王
系
図
。
一
巻
。
〈
舎
入
親
王
撰
。
〉
」
（
『
群

　
書
類
従
㎏
第
二
八
輯
島
島
）
と
み
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
系
図
一
巻

　
に
該
当
す
る
の
か
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。

⑬
『
古
事
記
』
上
巻
で
は
、
中
瀬
命
、
稲
沐
命
、
恥
毛
一
命
、
若
御
毛
沼
命
（
亦

　
名
・
豊
御
毛
嚢
命
、
神
倭
伊
波
露
語
古
命
）
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。

⑭
山
田
英
雄
「
日
本
書
紀
神
代
巻
の
一
書
に
つ
い
て
日
」
（
『
万
葉
集
覚
書
㎞
、
岩

　
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）
。

第
二
章
　
皇
子
女
系
譜
な
ど
の
記
載
順
序
を
め
ぐ
っ
て

『日本書紀」編修論序説（笹川）

　
『
日
本
書
紀
匝
編
者
は
、
皇
子
女
系
譜
な
ど
の
真
偽
が
判
定
で
き
な
い
場
合
、
複
数
の
系
譜
を
本
文
・
分
注
に
書
き
と
ど
め
る
方
針
を
採
用

し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
文
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
真
正
な
可
能
性
が
よ
り
強
い
と
認
識
さ
れ
た
系
譜
で
あ
っ
た
場
合
が
少
な
く
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
史
料
三
を
取
り
上
げ
て
、
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
史
料
三
と
『
古
事
記
』
の
記
載
を
比
較
す
る
に
、
『
古
事
記
晦
安
寧
段
で
は
「
嬰
二
河
俣
旗
売
之
兄
、
県
主
波
延
之
女
、
阿
久
月
比
売
ハ
生
御

子
、
常
根
津
日
子
伊
呂
訳
業
。
〈
自
レ
伊
下
三
字
以
レ
音
。
〉
次
、
大
倭
日
子
銀
友
命
。
次
、
師
木
津
日
子
命
」
と
あ
っ
て
、
分
注
に
お
け
る
＝
頭

の
系
譜
と
吻
合
す
る
。
ま
た
、
外
祖
父
・
母
に
関
し
て
は
、
『
古
事
記
幅
は
史
料
三
の
コ
書
置
、
磯
城
県
主
葉
手
女
川
言
意
」
に
近
い
。
あ

る
い
は
、
阿
久
等
比
売
と
川
津
媛
は
同
一
人
物
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
注
意
す
べ
き
は
、
史
料
三
に
続
け
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
以
下
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
＝
二
『
日
本
書
紀
』
安
寧
＝
年
正
月
壬
戌
朔
条

十
一
年
春
正
月
壬
戌
朔
、
立
二
大
日
本
彦
霜
友
尊
一
差
二
極
太
テ
也
。
弟
磯
城
津
彦
命
是
猪
使
連
之
始
単
組
。

15　（733）



図
安
寧
関
係
系
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
料
三
で
は
、
分
注
の
一
云
に
の
み
み
え
る
磯
城
津
彦
命
が
、
史
料
＝
一
で
は
、

安
寧
　
副
耳
A
叩
　
天
豊
獲
命
　
　
猪
使
連
の
始
祖
と
し
て
登
場
し
て
い
麺
・
猪
蓬
は
天
武
朝
に
宿
禰
の
カ
バ
ネ
に

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　

@
T
諾
あ
ず
か
・
た
氏
族
で
あ
・
？
呆
書
起
の
嚢
行
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諮
徳
　
　
　
　
　
　
も
、
そ
れ
な
り
の
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
か
か
る
事
柄
と

史
料
一
二
に
徴
す
る
に
、
む
し
ろ
磯
城
津
彦
命
を
含
む
～
云
の
系
譜
の
方
を
本
文
と
し
て
掲
げ
る
の
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
も
思
わ
れ
る
。
こ

の
点
を
考
え
る
上
で
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
左
の
記
事
と
な
る
。

16　（734）

【
史
料
＝
二
】
『
日
本
書
紀
』
孝
昭
即
位
前
紀

観
松
彦
香
殖
稲
天
皇
、
大
日
本
彦
娼
友
天
皇
太
子
也
。

母
皇
后
天
豊
津
媛
命
、
藩
主
昌
吉
之
女
也
。
（
後
略
）

　
孫
徳
の
皇
盾
・
天
豊
津
新
市
の
父
が
息
石
蚤
命
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
を
参
照
）
。
天
豊
津
媛
命
は
史
料
四
に
も
み
え
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
分
注
に
お
い
て
～
云
が
二
つ
提
示
さ
れ
て
い
る
。
先
記
し
た
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
で
は
避
暑
の
妃
と
し
て
「
留
木
県
主
之
祖
、
賦
登
麻

和
詞
比
売
命
、
亦
鰻
飯
日
比
売
命
」
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
れ
は
後
者
の
＝
五
に
近
い
と
い
え
る
。
息
石
耳
命
・
天
豊
津
難
平
の
父
子
は
『
古
事

記
』
に
は
一
切
あ
ら
わ
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
勘
案
す
る
に
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
整
徳
の
皇
后
・
孝
昭
の
母
と
し
て
天
豊
津
媛

命
を
本
文
に
採
用
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
父
・
黒
石
耳
鼻
が
含
ま
れ
る
系
譜
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
同
様
に
本
文
に
掲
載
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と

想
定
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
『
日
本
書
紀
』
撰
者
が
息
石
耳
垂
・
天
豊
津
媛
命
の
系
譜
を
正
し
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
結
果
、
磯
城
津
彦

命
に
関
す
る
系
譜
が
分
注
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
章
で
は
、
史
料
七
に
関
し
て
ふ
れ
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
分
注
に
お
い
て
譜
第

と
一
本
が
掲
げ
ら
れ
、
兄
弟
順
の
差
違
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
と
異
な
り
、
本
文
に
詳
し
い
系
譜
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、



何
ら
か
の
意
図
に
基
づ
い
て
、
そ
う
い
っ
た
順
序
が
選
択
さ
れ
た
蓋
然
性
は
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
は
、
一
本
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
「
一
本
、
以
一
飯
豊
女
王
一
列
一
意
於
億
計
王
子
上
こ
と
あ
っ
て
、
譜
第
の
内
容
を
踏
ま
え
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
本
で
は
居
着
姫
・
飯
豊
女
王
・
億
三
王
・
弘
誓
王
・
橘
王
の
順
で
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
お
さ
え
ら
れ
る
。
一
本
に
お
け
る
系
譜
は
、
譜
第

の
記
述
を
基
に
し
て
、
そ
れ
を
改
め
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
さ
て
、
一
本
と
譜
第
と
の
相
違
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
飯
豊
の
配
置
箇
所
に
求
め
ら
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
飯
豊
に
ま
つ
わ

る
系
譜
に
は
異
伝
が
存
す
る
。
左
に
史
料
を
掲
出
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

【
史
料
一
四
】
『
古
事
記
』
履
中
段

此
天
皇
、
姿
二
葛
城
之
露
都
比
古
之
子
、

女
。
〈
三
柱
。
〉

葦
田
宿
禰
之
女
、
名
黒
比
売
命
↓
生
御
子
、
市
単
之
忍
歯
王
。
次
、
軍
馬
王
。
次
、
妹
青
海
郎
女
、
無
名
飯
豊
郎

ぎ日本害紀』編修論序説（笹川）

門
史
料
一
五
】
『
日
本
書
紀
』
履
中
元
年
七
月
壬
子
条

秋
七
月
己
酉
朔
壬
子
、
立
二
葦
田
宿
禰
之
女
世
吉
一
指
一
回
妃
殉
羽
生
一
｝
磐
坂
市
単
帯
羽
皇
子
・
竜
馬
皇
子
・
青
海
皇
女
つ

く一

冝
A
飯
豊
皇
女
。
〉
（
後
略
）

【
史
料
＝
ハ
】
『
古
事
記
』
清
寧
段

故
、
天
皇
崩
後
、
無
下
可
レ
治
二
天
下
一
之
置
上
也
。
於
レ
是
、
問
一
　
日
継
所
知
覇
王
↓
市
辺
忍
歯
別
報
之
妹
、
筆
海
郎
女
、
亦
名
飯
豊
王
、
坐
二
葛
城
臨
海
之
高
木

角
遊
学
一
也
。
圷
、
山
部
連
小
楯
、
任
二
心
間
国
之
宰
｝
時
、
到
二
其
国
之
入
民
、
名
劃
一
牟
之
新
室
【
楽
。
於
レ
是
、
盛
楽
、
酒
酎
以
二
次
第
一
智
侮
。
故
、
焼

レ
火
少
子
二
口
、
試
験
竈
傍
↓
令
レ
憐
二
其
少
子
等
殉
国
、
其
一
少
子
日
、
汝
兄
良
士
、
其
兄
亦
田
、
汝
去
年
像
。
如
寺
崎
譲
之
時
、
其
会
人
等
、
咲
二
其
相
譲

之
状
殉
ホ
、
遂
兄
侮
詑
。
次
、
弟
将
レ
憐
時
、
感
冒
日
、
（
中
略
）
圷
、
即
小
楯
連
聞
驚
而
、
自
レ
床
堕
転
而
、
追
二
出
無
心
人
等
↓
其
二
柱
王
子
、
坐
二
左
右

17 （735）



膝
上
↓
泣
悲
而
、
集
二
人
民
一
七
二
仮
宮
↓
坐
二
麗
三
主
宮
一
而
、
貢
二
上
駅
使
製
織
レ
是
、
其
癖
飯
豊
王
、
聞
請
田
、
令
レ
上
レ
於
レ
宮
。

【
史
料
一
七
】
繭
日
本
書
紀
』
顕
宗
即
位
前
紀
・
清
寧
五
年
正
月
是
月
条

是
月
、
皇
太
子
聖
壇
王
与
二
天
皇
一
譲
レ
位
、
久
．
再
割
レ
処
。
由
レ
是
天
皇
姉
飯
豊
青
畳
女
君
二
忍
海
角
刺
宮
↓

臨
朝
弊
政
、
自
称
二
忍
海
飯
豊
童
言
叩
（
後
略
）

18　（736）

　
『
古
事
記
瞼
で
は
飯
豊
を
喪
中
の
子
と
し
、
ぶ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
履
中
の
子
な
い
し
は
孫
と
し
て
登
場
し
、

矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
か
か
る
事
象
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
顕
宗
紀
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
系
譜
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た

の
か
を
ま
ず
は
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
史
料
一
七
に
眼
を
向
け
る
に
、
「
天
皇
姉
飯
豊
青
皇
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
は
顕
宗
、
皇
太
子
は
仁
賢
で
、
前
者
が
弟
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
記
述
の
場
合
、
顕
宗
の
姉
が
飯
豊
に
あ
た
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
し
か
る
に
、
飯
豊
が
仁
賢
の
姉
・
妹
の
ど
ち
ら
に
該

当
す
る
の
か
分
明
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　
こ
の
点
を
検
す
る
に
、
史
料
一
六
に
は
、
顕
宗
・
仁
賢
を
「
焼
レ
火
少
子
」
と
し
、
山
部
連
小
楯
が
二
人
を
左
右
の
膝
の
上
に
乗
せ
た
と
す

る
。
一
方
、
『
日
本
書
紀
輪
顕
宗
即
位
前
紀
で
は
、
丹
波
小
子
と
名
を
か
え
て
空
見
屯
倉
首
・
忍
海
部
造
細
目
に
仕
え
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い

る
。
著
名
な
顕
宗
・
仁
賢
説
話
に
お
い
て
は
、
両
者
は
幼
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
清
寧

三
年
七
月
条
で
は
、
「
飯
豊
皇
女
毒
心
角
刺
宮
川
与
レ
夫
初
交
。
謂
レ
人
日
、
一
知
篇
女
道
而
又
安
富
レ
異
。
終
不
レ
願
レ
交
二
於
男
↓
〈
斎
日
レ
有
レ
夫
、

未
レ
詳
也
。
〉
」
と
あ
っ
て
、
飯
豊
は
こ
の
こ
ろ
、
夫
を
も
つ
ほ
ど
の
年
齢
に
達
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
徴
す
る
に
、
史
料
一

七
の
記
載
は
、
飯
豊
を
仁
賢
・
顕
宗
の
姉
と
す
る
系
譜
に
よ
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
史
料
七
に
お
け
る
一
本
の
系
譜
に
基
づ
く
公
算
が
大
き
く
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
、
よ
り
限
定
す
れ
ば
、
清
善
導
か
ら

仁
賢
紀
に
い
た
る
巻
第
一
五
の
筆
録
者
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
系
譜
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
く
み
取
ら
れ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
史
料
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七
に
お
い
て
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
譜
第
で
は
な
く
一
本
の
系
譜
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
正
し
い
可
能
性
が
よ
り
強
い
と
判
断
し
た
系
譜
を
必
ず
し
も
先
に
提
示
し
な
か
っ
た
場
合
も
存
し
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
譜
第
は
何
ゆ
え
最
初
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
に
卑
見
を
披
渥
す
る
こ
と
で
、
本
章
を
締
め
く
く
る

こ
と
に
し
た
い
。

　
留
意
す
べ
き
は
、
『
古
事
記
』
に
は
顕
宗
・
仁
賢
の
母
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
点
だ
。
ま
た
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
以
前
の
成
立
と
目
さ

れ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
そ
れ
ら
の
母
に
関
す
る
異
伝
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

【
史
料
一
八
嗣
『
播
磨
国
風
土
記
』
美
嚢
郡
条

於
璽
・
震
異
天
皇
等
（
中
略
）
伍
、
志
深
村
首
、
等
等
尾
之
家
所
レ
役
也
。
因
二
伊
等
尾
新
室
之
宴
↓
擶
二
子
等
令
レ
燭
、
価
、
令
レ
挙
一
電
導
殉
圷
、
兄
弟
各

相
譲
、
乃
弟
立
詠
。
（
中
略
）
即
諸
人
等
、
皆
畏
走
出
。
ホ
、
針
間
国
之
山
門
置
所
レ
遣
山
部
連
舞
楯
、
相
聞
相
見
、
語
云
、
為
一
一
此
子
↓
汝
母
手
白
髪
命
、

昼
者
不
レ
食
、
夜
者
不
レ
寝
、
有
生
、
有
様
、
泣
恋
子
等
。
傍
参
上
、
啓
レ
如
一
　
右
上
↓
醤
蝦
哀
泣
、
還
二
酉
少
楯
一
召
上
。
働
、
相
見
相
語
。
（
後
略
）

　
右
に
よ
る
と
、
顕
宗
・
仁
愛
を
播
磨
か
ら
迎
え
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
母
で
あ
る
手
白
髪
命
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
手
白
髪
命
は
、
史
料
八
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
下
魚
の
子
に
あ
た
り
、
継
体
の
大
后
に
な
っ
た
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
は

ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。
ど
う
し
て
手
白
髪
命
の
名
が
あ
げ
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
二
王
の
母
の
名
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
と
推
量
さ
れ
る
。

　
既
述
し
た
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
に
は
一
一
王
の
母
の
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
素
材
と
な
っ
た
帝
紀
に
も
書
き
と
ど

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
蓋
然
性
が
強
い
。
ま
た
、
史
料
七
、
す
な
わ
ち
顕
宗
紀
の
冒
頭
に
み
え
る
顕
宗
の
艶
名
・
来
目
稚
子
、
お
よ
び
そ
の
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母
・
葵
媛
は
、
譜
第
に
基
づ
き
書
き
つ
づ
ら
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
王
の
母
の
名
を
記
す
帝
紀
の
類
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
来

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
に
み
て
き
た
諸
点
に
鑑
み
る
と
、
譜
第
の
系
譜
が
は
じ
め
に
掲
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
顕
宗
・
仁
賢
の
母
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
史
料
七
の
一
本
に
お
け
る
系
譜
に
も
ま
た
、
顕
宗
・
滑
走
な
ど
の
母
お
よ
び
外
祖
父
の

名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
譜
第
の
記
述
と
重
複
す
る
た
め
に
省
略
さ
れ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
け
れ
ど
も
、
も

し
そ
う
な
ら
、
～
本
の
系
譜
が
な
ぜ
最
初
に
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
す
ま
す
疑
問
が
わ
い
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
着
目
す
べ
き
は
、
「
蟻
二
者
葦
田
宿
禰
子
也
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
葦
田
宿
禰
は
史
料
…
四
・
～
五
に
み
え
、
履
中
の
外
舅
で
、

か
つ
「
葛
城
之
南
都
比
古
」
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
宗
・
仁
賢
は
母
方
に
お
い
て
も
葛
城
氏
の
血
を
引
く
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
と
な
る
。
こ
の
典
拠
と
し
て
は
、
譜
第
・
一
本
・
そ
の
ほ
か
の
書
と
い
う
三
通
り
の
解
釈
が
あ
げ
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、
譜
第
を
選
択
肢
の
一
つ
に
列
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ぜ
、
一
本
の
前
に
「
蟻
曲
者
葦
田
宿
禰
子
也
」
と
い
う
一
節
が

置
か
れ
て
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
呈
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
顕
宗
・
仁
賢
の
祖
父
、
そ
れ
も
母
方
の
祖
父

の
素
性
に
関
す
る
記
述
と
な
っ
て
、
王
・
女
王
の
系
譜
の
異
同
を
ま
と
め
る
こ
と
を
優
先
し
た
結
果
、
最
後
に
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
可

能
性
も
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
察
す
る
に
、
「
蟻
奏
者
葦
田
宿
禰
子
馬
」
と
い
う
記
述
は
、
譜
第
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
本
に
比
し
て
顕
宗
・
仁
賢
の
母
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

出
自
に
関
す
る
情
報
が
よ
り
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
先

に
保
留
し
た
飯
豊
女
王
に
ま
つ
わ
る
系
譜
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
古
い
帝
紀
で
は
飯
豊
は
藩
中
の

子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
史
料
一
四
・
一
五
・
＝
ハ
は
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
顕
宗
紀
で
は
顕
宗
・
仁
賢
の
母
の
出
自
を

明
示
す
る
必
要
性
か
ら
、
譜
第
な
ど
を
参
考
に
し
た
が
た
め
に
、
飯
豊
を
履
中
の
孫
と
す
る
相
異
な
る
系
譜
が
登
載
さ
れ
る
に
お
よ
ん
だ
と
思

料
さ
れ
る
。
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清
寧
以
降
、
継
体
の
即
位
に
い
た
る
ま
で
の
時
期
は
、
外
国
史
料
お
よ
び
金
石
文
を
ほ
と
ん
ど
参
照
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
こ
の
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

政
治
過
程
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
隠
に
基
づ
き
区
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
天
皇
な
ど
の
外
戚
関
係
を
追
究
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
分
析
視
角
と
な
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
ま
い
。

　
譜
第
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
王
と
女
王
を
区
別
す
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
時
期
が
下
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

『
日
本
書
紀
』
編
者
が
書
き
換
え
を
行
っ
た
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
即
断
は
許
さ
れ
ま
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
部
分
の
帝
紀
の
類
に

は
、
顕
宗
・
仁
賢
の
母
系
系
譜
が
書
き
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
孤
立
し
た
史
料
の
ご
と
き
様
相
を
呈
す
る
譜
第
の

記
載
の
儒
懸
性
に
関
し
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
な
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
史
料
七
の
譜
第
・
一
本
の
系
譜
に
つ
い
て
分
析
を
く
わ
え
て
き
た
。
要
す
る
に
、
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
五
の
担
当
者
が
譜
第

を
ま
つ
先
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
顕
宗
・
墨
黒
の
母
の
出
自
を
呈
示
す
る
こ
と
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
が
ゆ
え
の
所
産
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
お
そ
ら
く
、
譜
第
は
顕
宗
・
仁
賢
の
母
や
そ
の
素
性
、
お
よ
び
兄
弟
に
つ
い
て
ふ
れ
た
め
ず
ら
し
い
資
料
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
そ
う

し
た
譜
第
を
な
ん
と
か
入
手
し
た
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
、
と
り
わ
け
大
切
に
あ
つ
か
い
、
系
譜
の
内
容
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
、

大
き
く
掲
出
す
る
こ
と
に
踏
み
き
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
基
本
的
に
、
正
し
い
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
判
断
し
た
皇
子
女
系
譜
な
ど
を
本
文
に
、
最
初
に
提
示
す
る
よ
う
尽
力

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
史
料
七
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
所
為
に
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、
上
述
し
た
理
由
に
よ
っ
て
配
置
が
決
め
ら
れ

る
に
い
た
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
史
料
七
に
関
し
て
は
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
処
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

①
坂
本
太
郎
氏
は
、
噸
田
本
書
紀
』
の
分
注
は
後
世
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な

　
く
、
お
お
む
ね
原
本
に
記
さ
れ
て
い
た
本
注
で
あ
っ
た
と
考
究
し
て
い
る
。
そ
の

　
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
史
料
三
・
一
二
に
お
け
る
磯
城
津
彦
命
に
関
す
る
点
を
あ

　
げ
て
い
る
（
「
B
本
書
紀
の
分
註
に
つ
い
て
扁
ハ
坂
本
太
郎
著
作
集
第
胴
巻
『
古
事

　
記
と
田
本
書
紀
㎞
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
五
五
年
〕
）
。
か
か

　
る
見
解
は
支
持
す
べ
き
も
の
と
な
ろ
う
。

②
百
本
書
紀
』
天
武
；
輩
一
二
月
己
卯
条
。

③
　
藤
原
壁
跡
か
ら
忍
海
景
と
書
か
れ
た
木
簡
（
㎎
木
簡
研
究
㎞
工
七
）
が
発
見
さ

　
れ
、
忍
海
郡
の
前
身
が
大
宝
令
制
前
に
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ

　
た
。
そ
の
立
田
の
要
困
の
一
つ
と
し
て
忍
海
角
皇
宮
の
存
在
を
あ
げ
う
る
可
能
性
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は
強
く
、
飯
豊
の
実
在
性
は
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

④
植
垣
節
也
校
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
『
風
土
記
』
、
小
学
館
、
｝

　
九
九
七
年
。

⑤
魍
古
事
記
㎞
武
烈
・
継
体
段
。
『
日
本
轡
紀
地
継
体
元
年
（
五
〇
七
）
三
月
甲
子

　
条
。

⑥
譜
第
に
は
、
「
葦
田
宿
禰
－
皇
臣
－
英
媛
」
と
い
う
葛
城
氏
の
系
譜
が
記
さ
れ

　
て
い
た
と
推
定
し
た
。
も
し
か
か
る
私
見
が
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、

　
そ
の
性
格
に
つ
い
て
～
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
『
令
集
解
隔
職
員

　
令
治
部
省
条
に
引
か
れ
る
古
記
で
は
、
譜
第
に
つ
い
て
「
天
下
入
民
本
姓
之
札
名

　
也
駄
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
弘
仁
私
記
協
序
で
は
、
「
鼻
詰
天
平
勝
宝
之
前
、

　
〈
感
神
天
皇
年
号
也
。
世
号
二
法
師
天
皇
噸
〉
毎
二
代
…
使
三
天
下
諸
氏
各
献
二
本
系
幻

　
〈
謂
譜
講
為
刷
本
系
…
也
。
〉
」
と
み
え
て
お
り
、
譜
講
は
、
諸
写
本
に
お
け
る
譜
諜
、

　
な
い
し
は
一
本
に
お
け
る
譜
牒
ど
ち
ら
か
の
誤
記
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

　
譜
第
も
含
め
す
べ
て
系
図
の
意
昧
を
有
し
て
い
る
点
（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞

　
典
』
巻
一
〇
・
譜
の
項
参
照
）
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
古
記
の
解
釈
を
も
参
考
に

　
す
る
と
、
天
下
諸
氏
の
本
系
と
譜
第
と
は
同
じ
内
容
の
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と

　
に
な
ろ
う
。
以
上
の
事
柄
を
考
え
あ
わ
せ
る
に
、
顕
宗
即
位
前
紀
に
引
か
れ
た
譜

　
第
と
は
、
帝
紀
の
類
な
ど
で
は
な
く
、
葛
城
氏
あ
る
い
は
そ
の
後
商
を
主
張
す
る

　
氏
族
の
氏
文
の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
も
そ
う
た
や
す
く
は
排
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
い
。

⑦
吉
井
巌
隅
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
（
学
生
社
、
　
九
七
七
年
）
、
黒
田
精
司
「
古
代
の

　
王
朝
交
替
」
（
亀
田
隆
之
編
噸
古
代
の
地
方
史
㎏
第
三
巻
畿
内
編
、
朝
倉
書
店
、

　
　
九
七
九
年
）
、
山
尾
幸
久
『
日
本
古
代
王
権
形
成
史
論
㎞
W
篇
七
章
（
岩
波
書

　
店
、
一
九
八
三
年
）
、
繍
藤
謙
吉
「
応
神
王
朝
の
衰
亡
」
（
佐
伯
有
清
編
『
古
代
を

　
考
え
る
雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
編
年
）
、
和
田
葦

　
『
大
系
日
本
の
歴
史
②
古
墳
の
晴
代
㎞
（
小
学
館
、
一
九
九
一
一
年
、
初
刊
一
九
入

　
入
年
）
、
松
原
弘
宣
「
久
米
氏
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
古
代
瀬
戸
内
の
地
域
社

　
会
輪
、
岡
成
社
、
二
〇
〇
八
年
、
初
幟
一
九
九
四
年
目
、
大
橋
儒
弥
「
顕
宗
・
仁
賢

　
朝
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
－
継
体
朝
成
立
前
史
の
研
究
一
」
（
『
冒
本
古
代

　
の
王
権
と
氏
族
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
、
本
位
田
菊
士
「
五
世
紀
末
の

　
王
権
と
古
市
の
天
皇
陵
古
墳
一
弘
計
・
億
計
二
王
伝
承
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

　
一
」
（
『
日
本
歴
史
輪
六
四
七
、
二
〇
〇
二
年
〉
、
若
井
敏
明
門
飯
豊
皇
女
と
億

　
計
・
弘
計
王
」
（
㎎
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
入
、
工
○
〇
六
年
）
、
小
林
敏

　
男
「
飯
豊
郎
女
と
ヲ
ケ
・
オ
ケ
ニ
王
登
場
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古

　
代
国
家
の
形
成
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
、
松
原
弘
宣
「
伊
予
の
久
米
直

　
と
歌
舞
集
団
伝
承
」
（
『
古
代
四
国
の
諸
様
相
』
、
創
風
上
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

　
な
ど
。
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第
三
章
　
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
時
期
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
主
と
し
て
巻
第
二
七
に
含
ま
れ
る
史
料
九
を
分
析
の
対
象
に
す
え
、
『
日
本
書
紀
隔
の
編
修
時
期
に
関
す
る
卑
見
を
披
渥
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

史
料
九
で
は
、
二
つ
の
或
本
に
お
け
る
皇
子
女
系
譜
が
分
注
の
形
で
引
か
れ
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
日
本
書
紀
』
下
に
は
、
「
本
文
は
誕
生
の
順
。
こ
の
本
は
男
女
の
順
か
」
と
い
う
驚
頭
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

集
四
『
日
本
書
紀
③
匝
で
は
、
「
正
文
は
誕
生
の
順
、
こ
の
或
本
に
は
男
女
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
頭
注
が
み
え
て
い
る
。
な
る
ほ

ど
、
墨
壷
の
筆
者
は
、
遠
慮
娘
の
所
生
子
を
男
女
の
順
に
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
で
『
日
本
書
紀
輪
編

者
が
こ
れ
を
掲
げ
た
の
で
は
な
い
。
史
料
二
に
お
け
る
「
帝
王
本
紀
、
多
有
二
古
字
し
以
下
の
分
注
の
内
容
に
の
っ
と
る
な
ら
、
『
日
本
書
紀
臨

編
者
が
長
幼
順
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
疑
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
文
以
外
に
二
種
類
の
或
本
に
お
け
る
系
譜
が
拾
い
上
げ
ら
れ
た
原
因
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
い
く

つ
か
の
史
料
を
引
用
し
、
そ
の
後
で
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

【
史
料
一
九
】
『
日
本
書
紀
隔
皇
極
三
年
（
六
四
四
）
正
月
乙
亥
朔
条

於
レ
是
中
臣
鎌
子
連
黒
日
、
謀
一
｛
大
事
｝
者
、
不
レ
如
レ
有
レ
輔
。
胃
壁
二
蘇
我
倉
山
田
麻
呂
長
女
…
為
レ
妃
、
而
成
二
婚
姻
之
毘
幻
然
後
理
説
、
欲
二
善
計
ワ
事
。
成

レ
功
之
路
、
莫
レ
近
二
霧
粒
荒
中
大
兄
聞
而
大
悦
、
曲
従
レ
所
レ
議
。
申
印
矩
子
連
即
自
往
媒
要
詑
。
而
長
女
所
期
之
夜
被
レ
倹
　
於
族
叩
〈
族
謂
皿
身
態
勢
「
也
。
〉

由
レ
是
倉
山
群
臣
憂
檀
仰
臥
不
レ
知
二
所
為
ゆ
少
女
怪
二
父
憂
色
↓
就
而
問
田
、
憂
悔
何
也
。
父
親
二
其
由
殉
少
女
日
、
願
勿
レ
為
レ
憂
。
以
レ
我
奉
進
、
亦
復
不

レ
晩
。
父
便
大
悦
遂
進
二
其
女
殉
奉
以
二
赤
心
↓
更
無
レ
所
レ
忌
。
（
後
略
）

『日本誉紀』編修論序説（笹J［1）

【
史
料
二
〇
騙
『
日
本
書
紀
』
大
化
五
年
（
六
四
九
）
三
月
是
月
条

皇
太
子
妃
蘇
我
造
媛
、
聞
二
父
大
臣
為
レ
塩
所
7
斬
、
傷
心
痛
椀
。
悪
レ
聞
二
塩
名
相

蒲
致
レ
死
焉
。
皇
太
子
聞
二
造
媛
征
逝
ハ
愴
然
傷
恨
哀
泣
極
甚
。
（
後
略
）

【
史
料
二
二
『
日
本
書
紀
輪
天
智
七
年
二
月
戊
寅
条

所
以
近
二
翼
翼
造
言
一
揖
、
誰
レ
称
二
塩
名
↓
改
日
二
重
継
幻
造
年
豆
因
二
傷
心
｝
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次
有
一
　
遠
智
娘
弟
ハ
日
二
姪
娘
叩

桜
井
娘
幻
〉
（
後
略
）

生
三
御
名
部
皇
女
与
二
阿
陪
皇
女
殉
阿
陪
皇
女
及
レ
有
一
一
天
下
納
居
二
子
藤
原
宮
↓
後
脚
二
都
子
隙
隙
旧
く
身
網
云
、
名
二
累
増
　
日
二

【
史
料
二
二
】
『
日
本
書
紀
嚇
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
五
月
条

五
月
、
皇
孫
建
国
年
八
銃
器
。
今
城
谷
上
起
レ
残
影
収
。
天
皇
本
以
二
皇
孫
薬
嚢
↓

要
合
二
葬
於
朕
陵
幻
廼
作
歌
嗣
、
（
中
略
）
天
皇
時
々
唱
而
悲
嬰
。

【
史
料
二
三
】
『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
一
〇
月
甲
子
条

冬
十
月
五
逆
朔
甲
子
、
幸
一
紀
温
湯
叩
天
皇
憶
二
皇
孫
建
王
↓
曽
爾
悲
泣
、

斜
影
重
之
。
故
不
レ
忍
レ
哀
傷
電
極
甚
。
詔
一
一
群
臣
一
日
、
万
歳
千
秋
之
後
、

勤
口
号
日
、
（
中
略
）
詔
二
秦
大
蔵
造
万
里
｝
日
、
伝
二
斯
歌
曲
勿
レ
令
レ
忘
二
於
世
幻
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門
史
料
二
四
】
『
日
本
書
紀
』
天
智
六
年
二
月
戊
午
条

六
年
春
二
月
難
聴
朔
戊
午
、
堂
下
堂
廊
豊
財
重
日
足
骨
天
皇
与
二
間
人
皇
女
一
書
小
市
岡
上
陵
⑳
是
日
、
以
一
難
孫
大
田
皇
女
一
報
二
於
陵
前
之
急
潮
高
麗
・
百

済
・
新
羅
皆
奉
二
間
於
磁
路
叩
皇
太
子
謂
二
群
臣
【
日
、
漸
漸
二
皇
骨
面
天
皇
至
重
フ
勅
、
憂
二
仙
万
民
一
之
故
、
不
レ
起
二
士
榔
之
役
叩
所
レ
翼
永
代
以
為
二
値
増
【
焉
。

　
史
料
九
に
よ
る
と
、
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
女
で
あ
る
遠
智
娘
は
、
或
本
で
は
美
濃
津
子
娘
と
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
持
統
即
位
前

紀
で
も
、
遠
智
娘
の
更
名
と
し
て
分
注
に
そ
れ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
つ
目
の
或
本
に
よ
れ
ば
、
窓
蓋
娘
と
無
智
娘
と
は
同
一
人
物

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
女
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
史
料
一
九
の
長
女
・
少
女
、
史
料
二
〇
の
造
媛
、
史
料
～
＝
の
遠
智
娘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

弟
・
姪
娘
の
ほ
か
、
孝
徳
妃
と
な
っ
た
出
鼻
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
化
五
年
三
月
己
巳
に
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
あ
と
を
追
っ
て
自
殺
し
た
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⑧

妻
子
八
人
の
内
訳
は
、
妻
が
四
人
、
子
が
興
志
・
法
師
・
赤
平
（
猪
）
・
一
女
の
四
人
と
な
る
こ
と
が
お
さ
え
ら
れ
、
こ
こ
に
一
女
の
存
在
が

判
明
す
る
。
も
っ
と
も
、
翌
日
の
庚
午
に
も
麻
呂
の
妻
子
が
多
く
殉
死
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
女
は
ま
だ
ほ
か
に
存
し
て
い
た

公
算
が
大
き
い
。
と
も
あ
れ
、
『
日
本
書
紀
撫
か
ら
少
な
く
と
も
七
人
の
女
の
存
在
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る

者
も
ま
た
な
か
に
は
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
史
料
一
九
に
関
し
て
は
、
同
様
の
話
が
『
家
伝
』
上
巻
・
鎌
足
伝
に
み
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
少
女
を
遠
智
娘
に
あ
て
る
の
が
通
説

的
な
理
解
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
山
田
英
雄
氏
は
、
そ
れ
と
類
似
す
る
新
羅
の
金
春
秋
（
の
ち
の
武
烈
王
）
と
功
臣
・
金
庚
信
、
お
よ
び
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
姉
妹
（
妹
・
文
無
は
の
ち
の
文
明
王
后
）
に
ま
つ
わ
る
話
を
切
り
口
と
し
、
説
話
を
下
敷
き
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
注

意
を
要
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
さ
ら
に
、
史
料
二
〇
の
造
媛
と
遠
智
娘
（
美
濃
津
子
娘
）
と
を
同
一
人
物
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
古
く
は
、
た
と
え
ば
「
蘇
我
石
川
両
氏
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

図
」
に
お
い
て
、
「
按
一
日
本
紀
納
天
智
帝
為
一
太
子
一
時
、
妃
造
媛
以
二
父
石
川
麻
呂
故
一
主
宰
、
兆
遠
智
媛
也
」
と
み
え
て
い
る
。
造
媛
は
三
野

津
子
・
御
野
津
子
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
い
つ
し
か
ミ
ノ
ツ
コ
と
誤
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
美
濃
津

子
と
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
史
料
二
二
を
前
提
に
す
れ
ば
、
か
か
る
認
識
に
は
大
き
な

陥
穽
が
存
す
る
。
史
料
二
二
に
は
、
建
窯
が
入
日
で
壷
折
し
た
と
あ
り
、
そ
の
生
年
は
白
雄
二
年
（
六
五
一
）
に
求
め
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、

そ
の
母
で
あ
る
骨
張
娘
は
こ
の
こ
ろ
に
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
大
化
五
年
に
死
去
し
た
造
媛
と
同
一
人
物
と
見
な
す

わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
は
な
か
な
か
難
し
い
。
け
れ
ど
も
、
造
畢
と
美
濃
津
子
娘
と
い
う
名
の
類
似
か
ら
す
れ
ば
、
同
一
人
物
と
す
る
案
が
浮
上

す
る
の
は
き
わ
め
て
自
然
と
な
る
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
か
か
る
理
解
を
と
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
史
料
二
二
の
ご
と
き

そ
れ
と
齪
館
を
き
た
す
内
容
の
史
料
に
突
き
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
母
に
関
す
る
問
題
に
よ
り
、
建
皇
子
の

系
譜
上
に
お
け
る
位
置
が
不
安
定
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
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く
わ
え
て
、
看
過
で
き
な
い
の
は
、
建
皇
子
に
ま
つ
わ
る
史
料
で
あ
る
。
祖
母
・
斉
明
は
、
唖
で
あ
る
建
皇
子
を
不
欄
に
思
い
寵
愛
し
た
。

そ
の
死
に
と
も
な
う
忌
明
の
悲
歎
の
様
は
、
史
料
二
二
・
二
三
か
ら
あ
り
あ
り
と
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
｛
＝
～
に
よ
れ
ば
、
斉
明
は
、

今
城
谷
の
上
に
埋
葬
さ
れ
た
建
皇
子
を
、
自
分
が
死
ん
だ
後
に
自
身
の
陵
に
合
葬
す
る
よ
う
切
望
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
二
四
を
み
る
に
、

自
身
の
墓
所
で
あ
る
小
市
岡
上
陵
（
奈
良
県
明
日
香
村
越
に
所
在
す
る
牽
牛
子
塚
古
墳
に
一
致
す
る
可
能
性
が
相
当
に
強
い
）
に
と
も
に
埋
葬
さ
れ
た

の
は
、
娘
で
あ
る
間
人
皇
女
で
あ
り
、
そ
の
前
に
営
ま
れ
た
墓
に
お
さ
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
孫
で
建
皇
子
の
姉
と
さ
れ
る
大
田
皇
女
で
あ
っ

⑳た
。
事
実
は
日
を
改
め
て
建
皇
子
が
そ
こ
に
合
葬
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
史
料
は
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
斉
明
が
強
く
願
っ
た
と
す
る
史
料
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
陵
に
建
皇
子
が
合
葬
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が

見
当
た
ら
な
い
点
は
軽
視
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
『
日
本
書
紀
』
撰
者
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
建
皇
子
の
実
在
に
一
抹
の
疑
念
を

抱
い
た
と
解
し
て
も
決
し
て
不
自
然
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
か
く
し
て
、
い
く
つ
か
の
記
事
か
ら
建
皇
子
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
を
抽
出
し
て
き
た
。
蒐
集
し
た
史
料
を
前
に
し
て
『
日
本
書
紀
』
撰
者
は

こ
の
よ
う
な
事
柄
を
等
閑
に
付
す
こ
と
が
で
き
ず
、
畢
寛
、
愚
智
娘
所
生
の
系
譜
を
一
つ
に
絞
り
込
む
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
と
推
断
す
る
。

そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
建
皇
子
を
記
さ
な
い
系
譜
ま
で
も
表
記
す
る
に
踏
み
き
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
な
ら
ぬ
持
統
に
係
わ
る
こ
と
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
『
日
本
書
紀
輪
編
者
は
慎
重
な
姿
勢
を
貫
い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
『
日
本
書
紀
臨
に
は
、
斉
明
七
年
正
月
に
大
田
皇
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
天
武
と
の
聞
に
大
伯
皇
女
を
も
う
け
た
こ
と
、
天
智
元
年
に
持
統
が
草
壁
皇
子
を
産
ん
だ
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
史
料
二
二
に
記

さ
れ
て
い
る
建
皇
子
の
死
亡
年
齢
と
を
勘
案
す
る
に
、
本
文
に
掲
げ
た
系
譜
が
も
っ
と
も
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
『
日
本
書
紀
騙

編
者
は
収
集
し
た
史
料
を
斜
酌
し
、
正
し
い
可
能
性
の
よ
り
高
い
も
の
を
本
文
に
取
り
上
げ
た
の
だ
。

　
以
上
の
よ
う
な
解
釈
が
大
筋
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
性
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

じ
よ
う
。
持
統
は
、
参
河
国
へ
の
行
幸
か
ら
帰
還
し
て
程
な
く
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
　
二
月
に
永
眠
す
る
。
も
し
、
『
日
本
書
紀
』
の
編
修

が
大
宝
令
制
定
前
に
開
始
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
の
編
者
が
、
醤
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
巻
あ
た
り
の
担
当
者
が
遠
智
娘
の
所
生
子
に
関
し
て
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決
定
す
る
の
に
逡
巡
を
き
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
持
統
に
確
認
す
れ
ば

よ
い
か
ら
だ
。
た
と
え
幼
く
し
て
建
皇
子
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
自
身
の
兄
弟
の
こ
と
を
よ
も
や
忘
れ
る
は
ず
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
『
本
朝
後
胤
高
運
録
』
や
『
一
代
要
記
』
春
に
よ
る
と
、
持
統
の
生
年
は
大
化
元
年
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
問
題

と
な
る
も
の
の
、
『
日
本
書
紀
』
持
統
即
位
皇
紀
に
聖
明
三
年
に
天
武
に
嫁
し
た
こ
と
が
み
え
る
の
で
、
無
下
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
心
が
つ
く
以
前
に
建
皇
子
が
亡
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
持
統
の
記
憶
の
な
か
に
そ
の
存
在
が
鮮
明
に
焼
き
つ
い

て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大
宝
令
事
前
に
そ
の
編
修
は
行
わ
れ
て
い
て
、
持
統
が
亡
く
な
っ
て
以
降
、
彼
女
を
め
ぐ
る
系

譜
が
は
じ
め
て
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
天
皇
の
磧
宮
儀
礼
の
最
後
に
日
嗣
お
よ
び
皇
祖
等
算
勘
極
次

　
　
　
　
　
　
　
⑯

第
の
奏
上
が
な
さ
れ
、
か
つ
天
武
器
に
帝
紀
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
す
に
、
皇
統
譜
の
整
理
は
修
史
に
お
い
て
す
こ
ぶ
る

重
要
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
皇
子
女
系
譜
の
選
択
を
後
回
し
に
す
る
と
は
と
う
て
い
考
え
が
た
い
の
で
あ

る
。　

持
統
が
死
去
し
て
以
降
、
そ
の
兄
弟
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
。
右
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
に
大
田

皇
女
お
よ
び
建
皇
子
は
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
二
一
に
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
遠
馬
面
の
弟
で
あ
る
姪
娘
が
同
じ
く
天
智
の
嬢
と
な

っ
て
御
名
部
皇
女
と
墨
型
皇
女
と
を
産
ん
で
お
り
、
彼
女
た
ち
は
持
統
な
ど
と
交
流
が
深
か
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
阿
戸
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

女
（
元
明
）
は
、
そ
の
享
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
斉
明
七
年
の
生
ま
れ
と
な
り
、
白
繭
二
年
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
建
皇
子
と
対
面
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の
姉
で
和
銅
元
年
に
生
存
が
確
認
さ
れ
る
御
名
部
皇
女
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
生
年
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
青
木
和
夫
氏
は
、
斉
明
四
年
の
冬
、
父
で
あ
る
中
大
兄
皇
子
が
紀
温
湯
近
く
の
南
部
に
滞
在
し
て
い
る
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

生
ま
れ
た
が
ゆ
え
に
、
御
名
部
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。
興
味
深
い
見
解
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
と
、
御
名
部
皇
女
も
ま

た
建
皇
子
と
は
没
交
渉
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
、
当
時
の
人
々
か
ら
建
皇
子
に
関
す
る
こ

と
を
聞
き
出
す
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
手
元
に
集
め
た
資
料
を
基
に
そ
の
長
幼
順
な
ど
を
考
え
て
い
く
し
か
す
べ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

　
年
。

②
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
申
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳
、
小

　
学
館
、
一
九
九
八
年
。

③
魍
日
本
誉
紀
㎞
大
化
元
年
七
月
戊
辰
条
。

④
欄
日
本
書
紀
㎞
大
化
五
年
三
月
己
巳
条
で
は
、
妻
子
八
入
が
殉
死
し
、
う
ち
三

　
男
一
女
の
四
人
が
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
子
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
月
戊
辰
条

　
に
は
、
麻
呂
は
興
志
・
法
師
・
赤
出
（
猪
）
の
三
子
と
行
動
を
と
も
に
し
た
こ
と

　
が
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
麻
畠
に
殉
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
沖
森
車
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
著
『
藤
氏
家
伝
鎌
足
・
商
舗
・
武
智
麻
呂
伝

　
注
釈
と
研
究
㎞
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

⑥
　
魍
三
国
遺
事
渦
巻
第
｝
・
太
宗
春
秋
公
、
欄
三
国
史
記
甑
巻
第
六
・
新
羅
本
紀
第

　
六
・
文
武
王
上
（
朝
鮮
史
学
会
編
・
末
松
保
和
校
訂
㎎
三
国
遺
事
㎞
『
三
国
史
記
軌

　
ハ
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
）
。

⑦
山
田
英
雄
「
中
臣
鎌
足
伝
に
つ
い
て
扁
（
『
日
本
歴
史
睡
五
八
、
一
九
五
三
年
）
、

　
同
「
中
大
兄
と
中
臣
鎌
足
の
出
会
い
」
（
『
歴
史
公
論
』
九
－
六
、
一
九
八
三
年
）
。

⑧
直
木
孝
次
郎
・
人
物
叢
書
瓢
装
版
『
持
統
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五

お
　
わ
　
り
　
に

　
年
）
、
青
木
和
夫
「
持
統
天
皇
」
（
㎎
繋
争
・
天
平
の
時
代
㎞
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
三
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
な
ど
。

⑨
　
噸
続
群
書
類
従
㎞
第
七
輯
上
田
図
書
。

⑩
問
人
皇
女
は
天
智
四
年
二
月
に
死
去
（
『
日
本
書
紀
』
同
年
同
月
丁
酉
条
）
。
大

　
田
皇
女
の
亡
く
な
っ
た
時
期
は
不
明
。

⑪
『
日
本
書
紀
一
斉
明
七
年
正
月
甲
辰
条
。

⑫
『
日
本
書
紀
匝
持
統
即
位
前
紀
。

⑬
『
寧
日
本
紀
葱
大
宝
二
年
ご
～
月
甲
寅
条
。

⑭
　
隅
群
書
類
従
㎞
第
五
輯
系
譜
・
伝
・
官
職
部
。

⑮
『
続
神
道
大
系
』
朝
儀
祭
祀
編
一
代
描
記
（
｝
）
。

⑯
『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
年
…
工
月
乙
未
条
、
持
統
二
年
＝
月
乙
丑
条
。

⑰
『
続
日
本
紀
㎞
養
老
五
年
＝
一
月
戊
寅
条
に
、
六
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が

　
み
え
る
。

⑱
『
万
葉
集
無
巻
第
丁
七
七
謡
歌
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校

　
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
欄
萬
葉
集
①
㎞
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
。

⑲
青
木
和
夫
『
日
本
の
歴
史
㎞
三
奈
良
の
都
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
、

　
初
刊
一
九
六
五
年
。

　
以
上
、
史
料
二
の
分
注
に
ま
つ
わ
る
仔
細
な
考
察
を
前
提
に
し
て
、
大
宝
令
落
前
に
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
が
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
所
説
に
対
し
疑
義
を
呈
し
た
。
森
博
達
氏
に
よ
る
唐
人
述
作
説
は
客
観
性
に
富
み
傾
聴
に
値
す
る
も
の
の
、
唐
人
を
絞
り
込
ん
で
い
く
に

際
し
て
は
、
八
世
紀
以
降
に
眼
を
配
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
撰
集
は
い
っ
た
い
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る

け
れ
ど
も
、
小
稿
に
お
い
て
そ
れ
を
詳
説
す
る
ゆ
と
り
は
な
く
、
す
べ
て
は
今
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま

ず
七
世
紀
後
半
の
修
史
に
関
す
る
私
見
を
開
陳
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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【
史
料
二
五
】
『
日
本
書
紀
』
天
武
一
〇
年
三
月
丙
戌
条

丙
戌
、
天
皇
御
二
予
大
極
殿
↓
以
詔
二
川
島
皇
子
・
忍
壁
皇
子
・
広
瀬
王
・
竹
田
王
・
桑
田
王
・
三
野
王
・
大
錦
下
上
二
野
霧
三
千
・
小
錦
中
忌
部
連
首
・
小

錦
下
阿
曇
連
稲
敷
・
難
波
連
大
形
・
大
山
上
中
臣
連
大
島
・
大
山
下
平
群
臣
子
首
ハ
令
レ
記
二
定
離
紀
及
上
古
諸
事
刈
大
島
・
子
首
親
鍵
レ
筆
以
上
焉
。

ぎ日本書紀」編修論序説（笹川）

　
天
武
の
命
に
よ
り
、
皇
子
二
人
・
王
四
人
・
臣
下
の
者
六
人
の
計
＝
一
人
で
帝
紀
お
よ
び
上
古
諸
事
の
記
定
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。
中
臣
連

大
島
と
平
群
臣
子
首
が
執
筆
に
あ
た
り
記
録
が
行
わ
れ
た
と
み
え
る
の
で
、
何
ら
か
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
両

者
が
筆
録
に
従
事
し
た
の
は
、
そ
の
冠
位
の
低
さ
か
ら
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
作
業
の
内
容
を
取
り
上
げ
る
に
、
具
体
的
な
こ
と
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
上
古
と
あ
る
の
で
、
紆
明
か
ら
天
智
に
い
た
る

近
き
世
の
出
来
事
を
対
象
と
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
従
前
か
ら
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
川
島
皇
子
ら
に
よ
っ
て
記
号
さ
れ
た

帝
紀
お
よ
び
上
古
諸
事
が
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
た
可
能
性
は
相
当
に
高
い
と
い
え
る
。
安
康
紀
に
は
、
坂
本
臣
の

祖
・
根
使
主
の
斎
言
に
よ
っ
て
大
草
香
皇
子
が
殺
害
さ
れ
た
際
、
彼
に
仕
え
て
い
た
難
波
吉
師
日
香
蚊
ら
父
子
三
人
が
殉
死
を
と
げ
た
と
み
え

②る
。
の
ち
雄
略
の
治
世
下
に
な
っ
て
、
根
藩
主
の
悪
事
が
露
見
し
済
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
難
波
吉
士
日
香
香
の
子
孫
に
は
大
草
香
部
吉
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

姓
を
与
え
る
な
ど
の
処
置
が
と
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
日
香
蚊
（
香
）
に
関
す
る
伝
承
は
、
太
安
万
侶
が
「
稗
田
阿
留
所
レ
諦
之
勅
語
旧
辞
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
子
細
平
声
」
し
て
完
成
さ
せ
た
『
古
事
記
』
に
は
み
え
ず
、
も
と
革
香
部
吉
士
で
あ
っ
た
難
波
連
大
形
が
各
論
作
業
の
折
に
上
古
諸
事
の
う

ち
に
挿
入
し
た
公
算
が
大
き
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
料
二
五
に
関
し
て
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
の
は
、
帝
紀
や
上
古
諸
事
を
一
つ
に
ま
と
め
て
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の

よ
う
な
書
物
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
点
だ
。
史
料
二
五
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
の
、

『
古
事
記
一
翼
に
引
か
れ
る
天
武
の
詔
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
っ
た
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
臣
大
島
・
平
群
子
首
と
筆
録
者

が
二
人
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
帝
紀
・
上
古
諸
事
の
ど
ち
ら
か
を
担
当
し
た
か
ら
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
皇
子
…
人
・
王
二
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人
・
臣
下
の
者
三
人
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
と
し
て
帝
紀
・
上
古
諸
事
の
内
容
の
検
籔
に
あ
た
っ
た
と
と
ら
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
あ
な
が
ち
無
稽
と
は
い
え
ま
い
。
そ
の
是
非
は
お
く
と
し
て
も
、
天
武
は
、
『
古
事
記
幽
な
い
し
は
噸
日
本
書
紀
』
の
よ
う
な
史
書
の
編
纂

を
構
想
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
帝
紀
・
旧
辞
と
い
う
枠
組
を
温
存
し
つ
つ
、
修
史
を
展
開
し
よ
う
と
企
図
し

て
い
た
と
す
る
の
が
正
鵠
を
射
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
続
い
て
、
着
目
す
べ
き
は
、
左
の
史
料
で
あ
る
。
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【
史
料
二
六
】
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
八
月
辛
亥
条

入
山
己
亥
朔
辛
亥
、
詔
二
十
八
氏
ハ
〈
大
三
輪
・
雀
部
・
石
上
・
藤
原
・
石
川
・
巨
勢
・
膳
部
・
春
臼
・
上
毛
野
・
大
伴
・
紀
伊
・
平
群
・
羽
田
・
阿
倍
・
佐

伯
・
朱
女
・
穂
積
・
阿
曇
。
〉
上
二
進
其
祖
等
墓
記
幻

　
大
三
輪
氏
ら
一
八
氏
に
提
出
が
命
じ
ら
れ
た
墓
記
に
関
し
て
は
、
『
日
本
書
紀
隔
編
修
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
す
る
の
が
通
説
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

理
解
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
る
に
、
「
其
祖
等
墓
記
」
を
素
直
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
大
三
輪
氏
ら
…
八
氏
の
氏
祖
た
ち
が
眠
る
墓
（
古
墳
）

の
所
在
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
書
類
と
み
る
べ
き
で
、
か
か
る
主
張
に
は
に
わ
か
に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿

を
改
め
て
詳
説
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
か
く
し
て
、
従
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
修
史
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
端
的
に

述
べ
れ
ば
、
か
な
り
古
い
時
代
を
叙
述
の
対
象
と
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
天
五
聖
の
修
史
以
外
に
は
、
そ
の
実
施
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
っ
と
も
、
天
武
一
〇
年
の
帝
紀
お
よ
び
上
古
諸
事
の
記
定
作
業
と
、
『
古
事
記
』
序
の
語
る
稗
田
阿
礼
に
よ
る
帝
皇
日
継
お
よ
び
先
代

旧
辞
の
諦
習
と
の
関
連
性
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
、
か
つ
時
系
列
上
に
ど
の
よ
う
に
配
列
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
詳
論
に
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
前
者
の
成
果
が
『
日
本
書
紀
』
と
し
て
結
実
す
る
に
い
た
っ
た
と
と
ら
え
て
大
過
な
い
も
の
と
推
考
す
る
。



『日本書紀壽編修論序説（笹川）

　
以
上
、
『
日
本
書
紀
』
の
編
修
過
程
に
関
す
る
卑
見
を
長
々
と
素
描
し
て
き
た
。
史
料
二
の
幽
明
二
年
三
月
条
の
分
注
を
中
心
に
す
え
て
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
そ
の
編
纂
は
、
天
黙
諾
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
宝
令
制
下
に
お
い
て
展
開
さ

れ
た
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
一
つ
一

　
①
最
近
、
井
よ
海
賦
は
、
森
氏
の
見
解
を
全
面
的
に
批
判
し
て
い
る
（
議
日
本
書

　
　
紀
』
の
謎
は
解
け
た
か
扁
〔
大
山
誠
一
編
『
日
本
書
紀
の
謎
と
聖
徳
太
子
』
、
平
凡

　
　
社
、
二
〇
一
一
年
〕
）
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
す
で
に
森
氏
に
よ
る
反
論
が
提
出
さ

　
　
れ
て
い
る
（
は
じ
め
に
注
⑦
前
掲
書
、
二
〇
一
一
年
）
。
浅
学
の
ゆ
え
に
、
両
者

　
　
の
主
張
の
群
薄
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
後
日
の
研
究
に
期
す

　
　
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
②
『
日
本
書
紀
甑
安
康
元
年
二
月
戊
辰
朔
条
。

　
③
㎎
目
本
書
紀
㎞
雄
略
一
四
年
四
月
甲
午
朔
条
。

　
④
噌
田
本
書
紀
㎞
天
武
～
○
年
正
月
丁
丑
条
。

　
⑤
す
で
に
山
尾
幸
久
氏
が
、
か
か
る
考
説
を
呈
示
さ
れ
て
い
る
（
第
　
章
注
⑨
前

　
　
掲
論
文
）
。
な
お
、
後
藤
四
郎
氏
は
、
親
王
・
諸
王
六
人
が
帝
紀
を
、
臣
下
の
者

屡
述
し
た
よ
う
に
、
綿
密
に
検
討
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

つ
解
決
す
る
よ
う
よ
り
い
っ
そ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
六
入
が
対
外
関
係
・
神
器
関
係
と
い
っ
た
各
分
野
ご
と
に
わ
か
れ
て
上
古
諸
事
を

　
抵
当
し
た
と
推
測
し
て
い
る
（
「
天
武
十
年
三
月
丙
戌
条
の
解
釈
に
つ
い
て
」

　
扇
新
訂
増
補
国
史
大
系
月
報
葱
六
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
〕
）
。

⑥
坂
本
太
郎
「
叢
記
と
日
本
刀
紀
」
（
第
二
章
注
①
前
掲
書
、
初
出
一
九
四
六
年
）
、

　
盤
石
謙
吉
轟
日
本
書
紀
輪
と
そ
の
原
資
料
一
七
世
紀
の
編
纂
事
業
を
中
心
と

　
し
て
一
」
（
『
日
本
史
研
究
㎞
四
九
八
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。
な
お
、
か
か
る

　
認
識
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
さ
し
ず
め
筆
墨
武
胤
「
正
史
の
い
は
ゆ
る
史
書

　
編
纂
関
係
記
事
に
つ
い
て
一
記
・
紀
・
風
土
記
の
成
立
に
平
す
る
試
論
一
」

　
（
喘
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
研
究
』
、
風
間
書
房
、
一
九
七
六
年
、
初
出
一
九
六

　
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
京
都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）
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An　lntroduction　to　a　Theory　on　the　Compilation　of　the　Nihon　shoki

by

SASAKAWA　Naoki

　　The　study　of　the　compilation　of　the　Nihon　shoki（Chroniclesげノ妙αノz）has

been　carried　on　for　centuries．　ln　recent　times　attempts　at　clarifying　the　issue

have　been　conducted　in　various　discipllnes　and　have　not　been　restricted　to

history．　Neverthe｝ess，　there　are　no　primary　sources　that　provide　concrete

accounts　of　the　process，　and　one　can　detect　a　tendency　to　slip　haphazardly

into　arbitrary　iRterpretations．　As　a　result，　the　only　remaining　method　is　to

take　an　interna｝　approach，　maklng　a　comparative　analysis　of　events

described　in　the　work　in　order　to　clarify　the　issue．

　　Grounded　firmly　on　this　understanding，　this　article　begins　with　the

anRotation　to　the　eRtry　for　the　third　month　of　Kinmei　2　（541）　in　the　main

account　of　the　imperia｝　biography　with　tke　aim　of　elucidating　an　aspect　of

the　historical　facts　concerning　the　compi｝ation　of　the　Nihon　shoki　and　also

the　dating　of　the　start　of　the　compilation　process　of　tke　Nihon　sltoki．

　　The　aRRotations　for　the　third　month　of　Kinmei　2　indicate　that　when

confronted　with　the　problem　of　determiRing　the　legitimacy　of　multip｝e

lineages　of　imperia｝　offspring，　the　compilers　of　the　Nihon　shoki　adopted　the

poiicy　of　noting　tkem　in　the　main　section　and　accompanying　annotations．

However，　the　prob｝em　is　that　these　passages　that　correspond　to　an

explanatory　no℃e，　or　legend，　for　theハ［ihon　shoki　inexplicably　first　apPear　in

the　19th　fascicle．　When　looking　through　the八「ihon　shoki，　one　can　see

multiple　lineages　of　imperial　offspring　are　tal〈en　up　prior　to　the　19th　fascicle．

Thus　lt　would　seem　appropriate　for　those　explanatory　passages　to　have　been

appended　to　the　places　were　the　multiple　imperial　lineages　were　first

addressed．　Then，　in　coRsidering　why　this　sort　of　annotation　was　attached　to

the　record　of　Kinmei’s　reigR，　it　can　be　surmised　that　it　was　because　these

variant　opinions　that　were　incorporated　in　this　work　were　the　most

numerous．　Presumably，　the　compilers　of　the　Nihon　shoki，　having　the

opportunity　to　create　a　fascicle　devoted　to　lineages，　must　have　grasped　the

fact　that　a　lineage　of　the　offspring　of　Kinmei　would　have　been　the　most

numerous．　That　being　the　case，　it　can　be　surmised　that　it　is　reasoR　the
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passages　that　are　equivaient　of　expJanatory　notes　of　the　Nikon　shoki　were

included　in　tke　19th　fascicle．

　　IR　addition，　one　can　deduce　the　fact　that　the　compilers　of　the　Nihon　shoki

strove　as　much　as　possible　to　include　only　the　lineage　with　the　strongest

possibility　of　beiRg　correct　in　the　main　section　（although　there　were　some

exceptions）　when　includiRg　multiple　lineages　of　imperial　offspring．

　　Finally，　regarding　the　period　of　the　compilation　of　the　Nihon　shoki，　it　can

be　said　that　the　geReral　understanding　has　been　that　it　was　carried　out

iRtermittently　over　a　lengthy　period　from　the　reign　of　Ernperor　Sh6mu　to

that　of　Sh6gen．　However，　the　multiple　lineages　of　imperial　offspring　in　the

entry　for　the　second　month，　tsuchinoe－tora，　of　Tencki　7　（668）　of　the　Nihon

∫加痂，cannot　be　neglected　as　long　as　one　pursues　this　prob玉em、　Judging　from

the　form　of　these　lineages，　it　is　possible　to　discern　that　there　arose　confusion

amoRg　the　compilers　of　the　iVihon　sJtohi　regarding　whether　Prince　Takeru

should　be　inciuded．　Nevertheless，　in　regard　to　the　problem　of　Prince　Takeru，

it　could　have　easily　been　solved　by　consultiRg　his　elder　sister　Jit6．

Ultimately，　it　can　be　made　clear　that　the　27th　fascicle，　which　includes　the

Iineage　concerned　with　Takeru，　was　edited　after　the　death　of　Jit6　in　the　12th

month　of　Taih6　2　（702）．　ln　addition，　concerning　two　records　from　the　close　of

the　7th　century　that　have　heretofore　been　thought　to　be　related　to　the

compilation　o負he八励。πshoki，　it　would　be　more　prudent　to　consider　them

separately　to　understand　the　problem．　As　a　result，　weighing　these　factors　in

terms　of　the　compilation　of儘e八励。πshoki，　the　work　should　probably　be

judged　as　having　been　begun　under　rubric　of　the　Taih6　legal　system

Tokugawa　leyasu’s　Policies　toward　the　Temples

　　　　　　　　　　　　during　the　Keich6　Era

by

HAYASHI　Akihiro

　　Since　the　time　of　Tsuji　Zennosuke，　the　early－modern　policy　toward

Buddhist　temples　has　been　understood　in　terms　of　control　by　the　shogunal

regime．　ln　contrast，　Somada　Yoshio　argued　that　policy　toward　the　temples

was　a　passive　one　premised　on　maneuvering　by　the　temp｝es　and　denied　that

（　821　）


